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福祉にとって必要な事項
人のケアを受けている野生動物のために
概略
認知は認識、情報の加工、学習の過程であり肯定的なあるいは否定的な感情を感じたり経験したりする能力である。(Lee et al, 2008; Proctor, 2012) そして感受性に関係づけられている。(Boyle, 2009; Proctor 2012) 従って、認知力は動物が受容しうる福祉上の保護の程度を決定する単独のものであってはならないと示唆されてきた。しかし、個体の認知力をその動物のさまざまな感情の状態と共に理解することは、その福祉を査定することに役立ち(Lee et al, 2008)、また異なる種の感受性に関する知識を増やすことは動物福祉に対する一般的な態度や動物がどのように取り扱われ世話をされるべきかについて改善するために、非常に重要である。(Proctor, 2012) さまざまな動物種が体験する感情の範囲に対する認識や評価が改善されることは、動物福祉を確実に良い状態にするための飼養、管理技術を押し進めるにあたり重要である。
脊椎動物は一般的に感受性を持つものとして認められている。(Boyle, 2009; Proctor 2012)  特定の無脊椎動物もまた同様にいくつかの国で法的な保護を受けているが、近年の法律には脊椎動物が受容している福祉保護のレベルが反映されている。

例えば、頭足網の動物はある国々では主にその進んだ認知力の結果、法的な福祉保護を受けてきた。(Horvath et al, 2013) 無脊椎動物と脊椎動物間の行動における近似性を検証した最近の研究では、無脊椎動物の中にも痛覚を持つものがおり、ストレスや痛みといった感情を経験できる可能性があり、動物が痛みやストレスといった負の経験をできるとすれば、苦しむ能力も保持している可能性がある。(Horvath et al, 2013) ハチやタコといった無脊椎動物の中にはあるレベルの認知能力を示すものもいる。(Horvath et al, 2013) 従って、痛みの認識や無脊椎動物の多くのさまざまな種における感受性や認知力に対する知識を増やし理解することは、脊椎動物においてと同様に、適正な生理的肉体的機能に対して与えられる飼養の提供が全ての飼育下にある動物のために与えられ、また最終的に動物たちにとっての良い福祉状態を改善し支えることになる肯定的な経験を促進し、否定的な状態を最小化する飼養の提供を確実にするための必要性をさらに高めるために重要である。
５つの自由 (FAWC 1979) は国際的に知られている。それらは基本として機能し、基本的な動物福祉基準と考慮すべき事柄を定義し基礎を補強している。元来は、集約的畜産動物飼養システムに置かれた動物たちの福祉を査問する1965年のイギリス技術委員会レポート作成の後、イギリスの畜産動物福祉協議会によって作成された。しかし、それらは他の状況下にある動物にも適応され、動物福祉を査定する際に有効である。
５つの自由とは
· 餓えと喉の渇きからの自由
· 不快からの自由
· 痛み、負傷、病気からの自由
· 正常な行為を発露する自由
· 怖れや苦痛からの自由
これまでは負の経験に焦点が当てられ、苦痛を最小限化することに当てられてきた一方で、最新の科学的概念の進歩が、肯定的な経験を精神的な状態を促進するための動物管理を促す肯定的な要素とさまざまな積極的な福祉方法の開発の検討を導いてきた。またこれは確実に、良い福祉を提供するために基本的な飼養上の必要事項を提供する。(Green and Mellor, 2011; Maple and Perdue, 2013; Mellor, 2013)  
福祉を損なう可能性のある５つのモデル（５つの分野）は、元々の開発以来、進化してきたが (Mellor and Reid 1994, cited in Mellor, 2013, p5) これは動物の栄養、環境、健康、行動における損失が全体としてどのように動物の精神状態に影響を与え、その結果、これらの５つの分野がそれぞれどのように重複し動物の個体の福祉状態全体における影響を結合させてきたかを示している。 (Mellor, 2013)  
「５つの分野」の概念は従って、動物福祉の幅広い査定に対して新鮮で有益な枠組みを与え、動物が持つであろう精神的な経験と連結した動物福祉の生理学上、そして行動上の指針を検討する必要性をも示すものである。(Mellor, 2013; Portas, 2013).
５つの分野のモデルにおいては、４つの肉体的あるいは機能的な分野（栄養、環境、健康、行動）が生態的な機能あるいは肉体的な福祉に関連している。一方、５つ目の分野である精神的な状態「感情的な状態」は動物の全体的、主体的な感情を表す。従ってこの５つ目の分野は動物福祉の鍵となる要素である。動物は肯定的なあるいは否定的な感情の状態を経験する可能性があり、個体の「生活の質」に影響を与える可能性のあるものは、これらの主体的な経験間のバランスであり (Green and Mellor, 2011; Mellor 2013) 「生活の質」という文言は一般的に「動物福祉の状態」と同義的に考慮される。(Mellor and Stafford, 2008)  否定的な経験を避けたあるいは最小限化した、肯定的な経験や情動により生じる肯定的な感情の状態は良い動物福祉を確実にするために重要であり、これは肉体的な（栄養、環境、健康、行動）必要性が心理的な必要性と共に対応された時に達成されうる。(Green and Mellor, 2011; Mellor, 2011; Mellor 2013; Portas 2013)  しかし、個体の精神的な状態と従ってその福祉は、その生涯において経験するであろうさまざまな情動と結合して時に応じて肯定的あるいは否定的である可能性があり、変化する。(Millor 2013; Portas 2013) 
「５つの福祉の分野」モデル(表1)によって示されたように、結合して動物の全体的な福祉状態を決定する可能性のあるものは、５つの分野間の複雑な相互関係である。この事を念頭に置けば、動物展示施設で飼養されている全ての種にとって肯定的な肉体的、精神的な健康を促す管理技術と基準を運用することが、動物にとって不快な経験を最小限化することも合わせて、また飼育下に置かれた野生動物のケアにとって基本的なことである。
これは、例えば採食行動が要求することを満たす方法で提示される、動物の生態上のニーズを満たす適切な栄養を提供すること、環境上の選択肢を与えること、（適時）同種の個体や複雑で多様、刺激的な環境へのアクセス、加えて 継続的に高水準の飼養、獣医療ケアを提供することによって達成される。
いくつかの国では動物福祉法が開発され、「ケアの義務」という概念に取り組み、物に責任を担う人々が動物の必要とするものと要求するものを満たすように適切な段階を踏み、積極的な動物管理を通じて良い福祉を確実に促進している。   









表 1:  福祉を損なう可能性のある5つの分野。動物が置かれている環境、栄養、健康状態、行動と精神的な状態がそれぞれ結合し相互的に関係を及ぼす結果、動物の全体的な福祉状態を示す。 (Mellor et al 2009 and Mellor, 2013：両著者の文献を参照して作成)

この文書は、人によって与えられる日々のケアに依存している野生動物の維持管理のための主な福祉上の必要条件に特化したものであり、適用されている形式は「５つの分野」の概念と関係する。
記載事項は「必要事項」と「勧告」に分けられている。「必要事項」は動物の福祉にとって強制的で基本的なものとして言及されており、物事がどのように行われるべきかあるいは与えられるべきかが明らかにされている。
勧告は必要事項に基づいたものであり、必要事項に関係する追加情報、補足情報が与えられている。
この文書は、人のケアに置かれた飼育下の野生動物の福祉を確保するために飼養と管理の良い基準の運用を促すことを目的とする。
特定の科に対する必要事項は、関連する補足情報と共にこれらの基本的な飼養に関する必要事項を満たすであろう。 

定義と略語
注意: 定義の意味は、文脈により決定される。
受容可能
国際的な規範に照らして受容可能である
適切な
意図された目的にとって十分かつ適応である
動物
ほ乳類、鳥、爬虫類、両生類、魚、無脊椎動物あるいは他の植物や菌類ではない感受性のある生物
水産増殖
繁殖過程における干渉あるいは貯蔵、給餌、捕食動物のコントロール・プログラムを通じて管理された水生動物の生産
障壁
通行を制御したり防ぐために造られた建造物
· 閉鎖型障壁
動物を閉じ込める効果を発揮する主な障壁
· 安全柵
飼養展示舎の動物から人を安全な距離に保つためにデザインされた障壁。人と動物の衝突を防ぐ。
行動上のエンリッチメント
人のケアの下に置かれている動物の行動上のレパートリーが、どのように管理されまたその福祉を向上させることができるのかについて表した概念
バイオセキュリティー
病気が発生したり他の動物に伝染したりするリスクを減少させる方法
展示飼養(captivity)
人によって動物が閉じ込められている状態。動物の日々のニーズ、福祉、幸福が人の介入、ケアの提供の 対象となる。 

認知
感覚、経験、理解と思考を通じて知識を得る精神的な過程。推理力、認知、直観、判断力を含む。
商業的な繁殖センター
商業目的でのみ生体が繁殖、生産、養殖される施設。
商業的な展示施設
動物の生体が商業目的のために一般公開されている合法的な施設。
· ペットショップ
生体および関連製品、サービスを販売、提供する商業施設。
有能な
義務を効果的に遂行する能力を備えている
同種
同じ種に所属する動物 

家畜化された動物
多様な人の目的を達成させるために、数世代にわたり選択的な繁殖を通じて遺伝子上改変された動物
家畜化されたペット
家族のあるいは個人的なコンパニオンとして、また喜びをもたらす存在として人によって飼育されている動物
環境上のエンリッチメント
人のケアの下に置かれた動物の環境がどのように彼らの福祉のために管理され得るのかについて表した概念。 

疫学
動物の群れに病気が与える影響の調査
エキゾチック・ペット
完全に家畜化されておらず、飼養されている地域の固有種ではない飼育動物。家族のあるいは個人的なコンパニオンとして、または喜びをもたらす存在として飼育される。
安楽死
人道的で無痛の、苦痛のない動物の処分。当該動物にとって最善であると考えられた場合に、意識と中枢神経系の機能を同時に無くす方法による。


野生化した動物
人に慣れておらずあるいは人を怖れている状態で、野生下に生息する家畜化された動物。こうした動物を典型的な人の家族下に置くことは、福祉に有害な影響を与える。
正当な
議論によって支持される
寿命
生命の長さあるいは存続期間
管理者
日々の管理行政に責任を担う施設内の職員
正常な行動
野生下の同種の個体が発露する頻度、長さ、程度で生じる行動
個人収集
個人あるいは複数の個人のためにのみ動物を収集すること。一般には非公開。
リハビリテーション・センター
一般には非公開の定住型の施設。固有種の野生動物に対して、野生に戻すことを主な目的とし、短期間、一時的なケアを与えることに特化。
サンクチュアリ
長期にわたりあるいは生涯にわたり個体のケアを行うことに特化した定住型の施設。サンクチュアリは適切なケアを必要とする、あるいは虐待、負傷に苦しんできた、または遺棄された動物を救出しケアを提供する。  

感受性
主体的に経験し、痛みや喜びといった感情を感じ、受容する能力。あるレベルの自覚している意識と 苦しむ能力を含む。 
種
動物の種類。通常は異種交配を含まず、亜種、変種、地理的な種、雑種あるいは地理的に隔離された個体群を含む。
標本
生体、死体、卵、配偶子、動物の一部分。繁殖あるいは再生が遺伝子形質を移行する方法で可能。
動物の派生物。
苦痛
動物の福祉に否定的な影響を与える有害な精神状態。痛み、苦痛、極端な退屈、負傷、病気といった負の経験と関連する。
適切な
意図された目的にとって適応な。 

馴化
野生動物の遺伝子上の特質ではなく、行動を変化させることを含む過程。馴化は、選択的繁殖により長期にわたり動物の遺伝子を変化させる過程である、家畜化とは異なる。
技術的な
原則的には、実践的というよりは形式的なものであり、動物行動学に関連あるいは利用される。
獣医師
施設が位置する国において法的機関に獣医師として法的に登録されている者。
福祉
個々の動物の福祉は「環境と折り合う試みに関する状態」(Broom 1986, cited in Broom 2007, p103); 福祉は動物や彼らが受けるケアを管理するために利用される飼養ではなく、動物の状態に関するものである。個々の動物の福祉状態は、動物により経験されるさまざまな情動や感情を、それらが肯定的なものであれ否定的なものであれ、考慮しなければならない。従って、動物の福祉状態は、動物が健康であり快適に安全に休息ができ、遊んだり正常な行動をいつでも発露でき、怖れ、焦燥感、痛みや苦痛といった負のあるいは不快な感情を経験しない時に結果として生じる正の感情を経験する際に良いものとなる。適切な飼養舎、獣医療、行動上の管理、栄養、疾病コントロール、責任を伴うケア、利用、人道的な取り扱い、必要時における安楽死、人道的な殺処分を提供する責任を含む。  

福祉 

肉体的、心理的機能が調和した状態。
野生動物
この文書中においては、家畜化されていない動物種。野性を留める。
動物/水族館
一般人の訪問のために公開、管理される定住型の施設。動物の生体が生息場所以外で主に維持管理される。
· 鳥の公園
鳥の展示に特化した施設
· 爬虫類園
爬虫類の展示に特化した施設
人獣共通感染症
脊椎動物と人の間で感染可能な病気
飼養と福祉

肯定的な精神状態は動物の肉体が必要とするもの、栄養、行動、健康そして環境上必要なもの (４つの肉体的な分野) が満たされた時に生じ、その結果、動物福祉の肯定的な状態が生じる。
従って、動物福祉を確保することは、動物の生涯を通じて動物福祉を損なう可能性のある５つの分野によって叙述されているように、適切に給餌給水が行われ、適切なシェルターと展示飼養舎を備えた環境が与えられ、拙速な診断を防ぎ、負傷や疾病を治療し、正常な行動や動きの型を発露できる能力、否定的な経験の最小限化（Mellor,2013）を含む動物にとって必須のものを適切に与えることにかかっている。
さらに、良い動物飼養は動物の健康と福祉を維持するために動物が生理上、行動上のそして心理的に必要とするもの－種によって異なる－に関する信頼するに足る情報と知識に依拠する。動物の成長、発達などその生涯の全ての段階でそれぞれの種の自然な生態と基本的に生理上必要とするもの、また同様に動物福祉に有害となりうる状態が生じることを防ぐために、動物の自然な行動について知り理解することが極めて必要である。  
新しい種を取得する前に、それぞれの種にとって施設が適切な飼養舎を備えているかを完全に査定し、全ての種の生理上、行動上のまた心理的に必要とするものを満たすために必要な基本的で適切な環境をその施設が与えることが可能であるかを検討することを目的に、管理体制の見直しが行われるべきである。
	必要事項

	動物園の資源を考慮し、生涯を通じ動物園における快適で適切な収容が可能な動物のみを収集に加えるべきである。  

過密状態にある動物はストレスを生じさせ得る。動物園で飼養される動物数は、園の能力を超えたものであってはならない。

	すべての動物なければならないための適切な住宅
1. 動物の認知能力に適切に対応すること
2. 動物が正常に行動し、運動できること（このことが他の動物の福祉に否定的な影響を与えない場合に限る）
3. 動物の健康と安全を保護すること
4. 興味や刺激を与える環境を与えること 

	動物ハウジングが提供され、畜産慣行は、野生動物の生物学の知識と行動に基づくものでなければなりません。
それぞれの種の要件を個別に検討する必要があり、それらの個々の必要性は、その種の他のものと異なる場合があり、各動物を個別に考慮されるべきです。



肉体的な要素
４つの肉体的な分野は動物の栄養、環境、健康、行動における損失がどのように動物の生態的な機能や結果として肉体的な福祉に影響を与え得るかについて強調している。しかし、それぞれの分野がお互いに影響を与え、心理的な福祉あるいは全体の福祉状態を決定する動物の精神状態（５つ目の分野）に影響を与えるのは、この４つの肉体的な分野が結合した影響であることから、１つの分野が他の４つの分野から独立して考察されてはならないことが強調される必要がある。
飼育下に置かれた野生動物の福祉に関しては、動物の基本的な栄養、環境、健康、行動上のそして心理的な要求事項に取り組むことが重要であり、それによって否定的な経験を避けるかあるいは最小限化すると共に肯定的な経験を促進する。 (Green and Mellor, 2011; Mellor, 2011; Mellor, 2013) 良い福祉は動物の生涯を通じて、動物が肉体的、心理的に必要とするものを満たすことにより達成される。  

分野1: 栄養
給餌
全ての動物の健康と福祉を守るための基本的な要求事項は、適切な餌と水の必要性である。良い健康と活力を維持し、動物の生態上必要な適切で栄養上バランスの取れた食事が、適切な水と共に日常的に与えられなければならない。(CAWC 2003)  不十分あるいは不適切な餌は、空腹や病気の誘因となる。不健康な状態につながる可能性があり、福祉が損なわれる。喉の渇きは不健康 （病的な喉の渇き）あるいは水を十分に得ることができないことなどを含むさまざまな理由により生じ得る動機であり、苦痛の形態となり得る。(Gregory, 2004).  福祉の損失は、給餌給水がおこたわれること、あるいは栄養不足から生じ得る。給餌が行われないこと、あるいは液体が与えられないことによる脱水症状が結果として空腹、喉の渇き、極度の疲労といった感情状態を引きおこし、福祉状態を損なう。しかし、特定の飼育下にある野生動物が必要とするものを満たす際には、動物が必要とする必須の栄養に関する情報を含む種特有の生態についての詳細な知識が不足していることにより、障害が生じる可能性がある。 (Portas, 2013) 動物が必要とする栄養は、種の違いのみならず同種の個体間によっても異なり、年齢や身体的な活動、性、サイズ、身体状態などが生理上、繁殖上の全体の健康状態と共に考慮される。これら全ての要素が考慮されるべきであるが、給餌のレベルを決定する際には、特に身体状態が考慮されるべきである。つまり、肥満は動物の健康に良くない影響を与え得るため、過剰な給餌は避るべきである。動物の個々の社会的構成もまた、給餌給水の方法と関連して考慮されるべきであり、全ての個体が餌と水を十分に確実に得ることを可能にするべきである。つまり、群れの中で他の個体と競争することによって生じる潜在的な問題を避けるために、さまざまな給餌場所が必要であろう。 (EAZA, 2008; Rees, 2011) 良い健康と福祉を維持するため、環境あるいは食事が必要な必須栄養素を動物に与えない場合には、サプリメントが保管され適切に取り扱われなければならない。餌に栄養補助食品が付加されるべきである。 

肯定的な心理的状態を良い肉体的健康と同様に促すために、動物管理を積極的に進めることは、これらの構成要素が動物の個体の全体的な福祉状態に相互的な影響を与えることから、基本的なことである。(Mellor, 2013) 従って、動物が生態上必要とするものを満たす適切な餌を与えることは、動物の種特有の自然な採食行動が必要とするものと動機を満足させる方法で餌を与えることと同様に、動物園動物の栄養管理の重要な構成要素である。可能な場合は、餌と水は種それぞれの自然な行動パターンを刺激する方法で与えられるべきである。例えば、樹上で暮らす種には餌は地面から離して与える。  

さらに、餌に関連するエンリッチメント戦略はエンリッチメント・プログラムの重要な一部を形づくる。野生において多くの種は、採食や餌の探索に昼間の活動の多くを費やし、この目的のためにさまざまな種が特有の技術を発達させてきたのである。また、若い動物は成体から採食行動を学んでいるだろう。 (Rees, 2011)  従って、適切な餌が自然な行動を促し、活動を増加させる方法で与えられなければならない。 例えば、餌をまき散らすことはさまざまな種の自然な採食行動を促し得る。活動の増加を促すこともまた、飼育下にある野生動物の肥満のリスクを減らすことに役立つだろう。
生餌を与えることは不適切だと考えられる。(NAWAC, 2005; Rees, 2011) この件に関するいかなる条例をも厳しく遵守するべきである。反対に、コウロギなどの生きた昆虫を餌として適切に与えることは、トカゲなどの食虫類においては自然な行動を促すために重要である。
動物の健康を守るために、来園者による不規則な給餌は行われてはならない。動物用の餌は来園者による給餌を防ぐために、販売されるべきではない。特定の種への来園者による給餌、例えば動物展示施設内の触れ合いパドックで飼養されている数種の家畜への給餌が管理者により許可されている場合は、施設により与えられる適切な餌のみが使用され、過剰な給餌を防ぐために給餌が制限されるべきである。 (NAWAC, 2005; EAZA, 2008; CAZA, 2008a; PAAZAB, 2010)   
こうした許可された給餌は、厳しく規制されなければならない。動物園から来園者による給餌用に与えられる餌は、個々の動物の日常的な食事の一部をなすものだからである。来園者による給餌は、施設の倫理福祉委員会と管理責任者により定期的に見直されなければならない。
	必要事項

	十分な量の新鮮で清潔な飲料水が全ての動物に常時、そして汚染のリスクを最小限に抑える適切な方法で与えられる必要がある。



	適当に良質な栄養バランスに富んだ餌が十分な量、動物の健康維持のために与えられるべきである。餌は動物の種、年齢、サイズ、体調、活動レベル、繁殖、健康状態にとって適切なものでなければならない。


	餌や環境が、必要とされる基本的な栄養要素を与えることができない場合、適切な補助食品が使用されうる。


	動物の栄養に関する全ての側面で獣医師や他の専門家のアドバイスが含まれ、それに従わなければならない。


	全ての個体が食べ物と飲用に適した 水に十分にアクセスしなければならない。


	餌と水は汚染や社会的なグループの中で他の動物による独占や競争を防ぎ、動物全てがアクセスできる種にとって適切な方法で与えられなければならない。


	全ての給餌は記録され、適切に監視されなければならない。給餌記録は毎日つけられるべきであり、個々の動物の餌、給餌回数、量に関する適切な情報源となる必要がある。


	給餌回数のローテーション、毎日の給仕回数や餌の種類は種にとって適切なものでなければならない。


	餌と飲料水は種の自然採食行動と動機に合致する方法で（他の動物の福祉に否定的な影響を与えない方法で）行われるべきである。


	給餌方法は定期的な給餌プログラムに関連して、環境エンリッチメントの方法としてバランスをとらなければならない。 


	餌の品目は適切なものを由来とし、適切な量であり、除草剤、殺虫剤、散弾、感染症の作因となるものあるいは動物に不利益な影響を与える他の化学物質あるいは不純物によって汚染されていてはならない。


	脊椎動物の生餌は不適切なものと考えられる。


	給餌方法は動物と職員 にとって安全なものでなければならない。


	来場者による恣意的な給餌は行われてはならない。  


	勧告

	個々の動物の栄養上の必要が満たされることを確実にするために、全ての餌の定期的な見直しが行われなければならない。


	給餌内容の変化は、獣医師あるいは栄養士のアドバイスに沿ったものでなければならず、徐々に行われるべきである。


	人工保育が必要な場合に備えて適切な給餌実施要綱がなければならない。


	寒冷な気候の下では、新鮮な水は凍結しないような方法で与えられなければならない。


	来場者による給餌が園館の管理者により適切であると考えられている場合、許可された餌のみが使用されるべきであり、過剰な給餌が行われないように管理される必要がある。


餌の衛生
餌を準備、保管する際には厳しい衛生基準と履行が観察されなければならない。また、餌を準備する際には動物とスタッフの健康が損なわれないように厳格な衛生基準が履行されなければならない。餌は動物の健康と福祉を守ることに役立てるために適切に保管され、湿気や質の低下、害虫による汚染を防がなければならない。商業用の餌が使用される場合には、食事の質と栄養価値が確保されるために、企業の賞味期限や保管状態に関する勧告が遵守されなければならない。 (Flecknell, 2002)
	必要事項

	餌の準備と保管は、この目的のためにのみ使用される特定の場所で衛生的に行われる必要がある。



	専用の保管場所で、餌は湿気と汚染（昆虫、鳥、げっ歯類など）から防御されなければならなない。


	腐敗しやすい餌は、その日の内に新鮮な状態で与えられない場合は、冷蔵庫に保管されるべきである。製品の貯蔵寿命と保管状態に関する企業による勧告が順守されるべきである。


	餌と水の容器は、他の目的で使用されてはならない。


	有毒物質 が餌の保管あるいは準備場所で保管されてはならない。


	職員は 厳格な衛生基準を保持し、良好な餌の衛生活動に従事しなければならない。


	餌、水、給餌給水用の容器は動物自身、あるいは野鳥やげっ歯類による汚染リスクを最小限に抑える場所に置かれる必要がある。


	餌、水、飲料水用容器が使用される場合は、定期的に清掃され適切に消毒され、動物に悪影響を与える可能性のあるいかなる化学物質や不純物も含まれてはならない。


	自動給餌機や給水器が使用される場合は、機能し汚染されていないかを確認するために最低1日1回は点検されなければならない。 全ての欠陥は即時修正し、バックアップシステムが備えられていなければならない。


	食べられなかった餌は衛生を維持するために定期的に除去し、適切な方法で廃棄しなければならない。


分野2: 環境
閉鎖的な飼育環境下に置かれることは、飼養されている動物に多くの制限を課し、飼育環境がその種にとって不適切であったり、個体が生態、心理上、基本的に必要とし要求しているものを与えていない場合、貧困な福祉が結果として生じる。

例えば、低気温が長引いたり深刻であると、不快や衰弱、苦痛が生じ得る。環境上の気温がその種の体温を下回る場合、寒さによるストレスや低温症が結果として生じる。 (Gregory, 2004) 低温症と熱もまた苦痛を生じさせる。この否定的な影響は痛みや脱水症状により悪化する。(Gregory, 2004)このように、種特有の適切な環境状態と適当な飼養管理の履行は、肉体的な福祉と肯定的な精神状態、結果として肯定的な福祉状態に寄与する心理的な福祉を確実にするために基本的なことである。
展示飼養舎と環境デザイン
飼養システムは、種特有の適切な飼養舎及び十分な広さと複雑さ、適切な設備を備え、社会的な相互作用を可能にする環境を動物に与えるようデザインされるべきであり、動物たちが完全な範囲で正常な行動や動き、特に強い内的動機や表現する「必要性」を持った行動が発露できる機会が与えられるべきである。 (CAWC, 2003)  
例えば、ある種の鳥には止まり木や飛ぶための十分なスペースが必要であり、一方で樹上性の動物は基本的な欲求である、木に登り地面より高いところを移動するという欲求が完全に満たされる展示飼養舎を必要とする。従って、さまざまな種の生態、環境上の要求事項、野生の生息地や正常な行動に関する十分な知識と理解が、良い動物福祉を促進するために、動物が飼育下にある間、その生涯を通じて肉体的、心理的、社会上必要とするものを適切に満たすために必須である。
無味乾燥な制限された環境は何も得られない生活を動物に課し、肉体的な健康と発達において異常をきたし、行動上、心理上、有害な影響を与える可能性がある。(UFAW, 1988).  従って、生涯を通じて行動の多様性を増やし肯定的な心理的経験を促すために、飼育下にある動物の飼養舎と管理に適切な環境エンリッチメントを与えることもまた、高い福祉基準を確実にし、動物福祉を守る非常に重要な役割を果たす。（分野４を参照 –行動・環境上のエンリッチメントと刺激）
一般的なデザイン:

展示飼養舎のデザインは、飼養される特定の種が必要とし要求することにまずは取り組まなければならない。飼養と管理における高い基準は、動物福祉を適切に守るために極めて重要である。つまり、肯定的な心理状態は動物が肉体的に必要とするものが満たされる際に生じ、その結果、福祉が肯定的な状態になる。（４つの肉体的な分野） 
展示飼養舎は快適さと安全さを追求してデザインされるべきであり、動物を負傷から守るように維持されなければならない。展示飼養舎のデザインに関しては、獣医師との協議が、動物にとって安全な材料が使用され飼養舎の構造と設備が飼養されている種にとって快適な環境を与えるのみならず、必要な獣医療や他の管理作業も全て安全にかつ確実に行われることに役立つだろう。 (DEFRA, 2008).  飼養舎の形とデザインにより、従属している個体が舎の角で支配的な個体に追いつめられることを防がなければならない。シェルターあるいは行き止まりなど、動物が適切に休息し来場者の視線から、必要時には群れの他の個体から身を避けるような避難所が与えられるべきである。 (WSPA, 2005; Rees, 2011) 円環形の飼養舎は弱い個体が角に追いつめられることを防ぐ。(Rees, 2011)適時、飼養舎のデザインはまた、自然災害の影響を予防し動物を守ることを可能にしなければならない。すなわち、洪水が起こりがちな地域であれば、高地にアクセス可能な場所が、また必要であれば防火帯も（展示飼養舎に）含まれるべきである。(DLGRD, 2003a)
動物の飼養舎の全体的なデザインにとって、動物の安全に加えてスタッフと来園者の安全が重要である。全ての障壁が動物種の肉体的な能力や行動を考慮に入れ、安全と安定性を与えるように飼養舎内の種にとって適切なものでなければならない。例えば、 地面を掘る動物を収容している飼養舎のフェンスは地面に適切な深さに埋められている必要がある。飼養舎の境界線はデザインされ、強く安定したフェンスが建てられる必要があり、危険にさらされることなく良い状態に維持されなければならない。飼養舎内や近辺の木々は定期的に検査され、必要時には動物の逸走を躊躇させたり防ぐために適切に対処される必要がある。堀は、水が入っていても乾いた状態であっても動物が渡ることを防ぐのに十分な広さを備えていなければならないが、動物が落下した場合のためのすばやく容易な出口を備えている必要がある。
乾燥した堀には、落下した動物が負傷することを防ぐために適切な柔らかい床材が敷かれている必要がある。(WSPA, 2005)  草や透明な障壁は来場者が動物を見ることを可能にするが、飼養舎への空気の流れや通気を減らすことで動物福祉に否定的な影響を与える可能性があり、結果として保温や湿気の制御が弱くなる。(WSPA, 2005)  飼養舎のドアや扉は施錠され、二重扉で動物の逸走を防ぐために内部に向けて開くようになっている必要がある。潜在的に危険な野生動物を飼養している展示飼養舎は、飼養舎の外部から操作可能なスライドドアを備えた適切で安全な閉鎖エリアを持っている必要があり、そこで定期的な飼養上の作業、維持管理、獣医療が行われている間、動物を安全な状態に置くことができる。施設の展示飼養舎と敷地を囲むフェンスは、安全性を向上させる。つまり、周辺のフェンスは許可されない者の侵入を防ぐことに役立つのみならず、野生化した動物の侵入も難しくするゆえに、バイオセキュリティーの向上にも寄与する。また周辺のフェンスは、施設の敷地内に逸走動物を閉じ込めることに役立つ。 
床材:

展示飼養舎の床材のタイプは、動物福祉に重要な影響を与える。種にとって不適切な床材は不快や肉体に害を結果としてもたらす。コンクリートなどの固い床材は寒冷時には冷たく、温暖時には熱くなり、収容されている動物の体温調整が困難になる可能性がある。(WSPA, 2005) 固い床材はまた、採食行動や地面を掘るといった自然な行動の発露を妨げる。ワイヤの床は動物の足に痛みや不快を与える他、適切な寝床の提供や体温調節を困難にする。使用される床材の特徴は、動物福祉を改善するのに役立つものでなければならない。例えば、ゾウの飼養舎の深い砂の床は、ゾウに屋内での砂浴びや採食を可能にし、休息のための快適な表面を与える。 (Rees, 2011)
サイズ:

全ての動物に、適応なスペース（垂直、平行のスペース）が正常な行動や動きの発露を可能にするために与えられるべきであり、一方で動物に安心感を提供する。従って肯定的な行動上のそして心理的な健康を促進する。収容される動物の数やタイプにとってふさわしい展示飼養舎は、動物の社会的群れを収容する際に重要である。つまり、展示飼養舎は、適応なサイズと形を備え、同種の個体による闘争や攻撃から個体が逃げることを可能にしなければならない。(Le Neindre et al, 2004)　異なる種は異なる行動傾向を持ち、同様に異なるテリトリー・サイズを持つ。従って、動物たちのスペースに対する要求は非常に異なる。（餌を得ることが可能かどうかにより、異なる）広い生息域を持つ肉食動物は、不適切な展示飼養舎のサイズが常同行動や高い幼体の死亡率などその福祉に有害な影響を与える。(Clubb and Mason 2007) 種によってテリトリー・サイズが異なることは、社会的な行動と関連し展示飼養舎のデザインの際に認識されなければならない。適切なスペースと適切な社会構造が競争を防ぐために、特に広いテリトリーを持つ種に与えられる必要がある。 (Rees, 2011) 展示飼養舎のサイズは広さを持ち、水平方向、垂直方向のスペースを効果的に利用することでエリアを最大限化しなければならない。例えば、登る設備、プラットフォーム、止まり木など全てが、垂直方向のスペースを最大限化するために利用され得る。(NAWAC, 2005)  動物福祉の肯定的な状態を確保することに役立つことに非常に重要なのは、種にとって適切な量のスペースの有効性と共に飼養舎のスペースの質である。（分野４を参照 – 環境エンリッチエントと刺激）  
シェルターと避難所:

さまざまな種に適切なシェルターを与えることは、飼育下にある野生動物の飼養にとってもう一つの基本的な側面である。動物の生態と自然な行動への考慮が、与えられるべきシェルターのタイプを決定する際に行われなければならない。例えば、シェルターは快適な休息場所を与え、種にとって適切な巣箱、空洞、木、植生、地下のデンあるいは飼養舎の内部のエリアなどを特徴とし、展示飼養舎内の動物の数と種にとって適切な、十分なシェルターエリアが常に利用可能でなければならない。また、悪天候からの適切な防御を与えなければならない。複数のシェルターを与えることが望まれるだろう。巣作りや巣ごもりするエリアは天候から守られ、常にアクセス可能でなければならないのみならず、来場者の視界から(動物たちを)遮り種にとって適切な寝床を持っていなければならない。
プライバシーは、特に来場者がいることや彼らの視線にさらされ、結果としてストレスのレベルが上昇する可能性のあるいくつかの種にとって重要である。従って、適切な休息場所や来場者の視線から逃れる場所を与えることは、目に見える障壁と同様に来場者による否定的な影響を減らすことに役立つ。動物に来場者との距離を大きく与える広い展示飼養舎は、サイといった動物のストレスを減らすことに役立ち、(Forthman 1998, cited in Maple and Perdue, 2013) 従って、来場者が動物福祉に与える否定的な影響を減らすことが可能となる。 
しかし、同じ飼養舎内の他の個体から遠ざかることができるようにもしなければならない。多くの群れの社会的な力関係は、しばしば支配的な個体と従属個体を作り出す。従属個体に対して、群れの支配的な個体との否定的な肉体の相互作用や同種の個体同士の視線を避ける機会を与えることが重要である。(WSPA, 2005)  複数のシェルターが、群れの他の個体から身を遠ざける必要性に対応することが可能であり、物理的な障壁を与えることにより、ストレスや害を減らす可能性がある。適切で十分な垂直方向のスペースを利用することは、樹上性の霊長類が同種の個体と攻撃的な闘争から身を避けることに役立ち、また垂直方向に移動する反応や警告を受けた際に登るニーズを適切に満足させる。 (Caws et al, 2008)
環境上の境界線:

さまざまな動物種が進化し、特定の気候、環境、種特有の熱の範囲や高度に生息するように適応してきた。従って、特有の生態上の要求に適した湿気のレベル、光度、明るさや通気のレベルに加え、飼育下にある野生動物は、福祉を適切に守るために新生児から老齢個体まで、生涯を通じて種特有のニーズに応じて適切な熱環境が与えられることが重要である。これは、各種の自然な生態と生涯を通じての基本的な生理上の要求、成長と発達を自然な行動と同様に知り、理解し、動物福祉を悪化させ得る状況を避ける必要性を 強化する。  
外に収容されている多くの種は、寒さによる、または熱によるストレスのリスクを最小限化するために天候からの防御を何らかの形で与える必要がある。高い気温と湿気は飼育下にある野生のほ乳類動物にとって非常に（その対応が）難しく、特に環境上の熱負荷が非常に高い場合には、それに対応するため適切なシェルターあるいは日陰が植生により与えられているエリア、くぼ地、プールといった日陰になった場所に移動できる機会を与えられるべきである。 (WSPA, 2005) 展示飼養舎に温度勾配を与えることは、飼育下の動物が体温調節を行う際に役立つ。  
種によっては、例えば自然な生息地が湿度の高い熱帯や乾燥した砂漠である場合、高い湿気レベルや低い湿気レベルがそれぞれ求められる。種にとって不適切な湿気を与えることは、例えば熱帯由来の爬虫類に湿度の低い不適切な環境を与えることは、異常な皮膚のはがれといった健康問題を引き起こす可能性がある。 (Rees, 2011)  従って展示飼養舎の気温と湿気の双方を定期的に監督することが、種特有の環境に対する要求事項が満たされ、従って動物の健康と福祉が確実に守られることにとって重要である。
種によって、異なる季節ごとのあるいは光周期のサイクルを持つ。赤道地域はしばしば明確な季節を持たず、比較的に暗い時間と明るい時間が一定してあるが、こうした状況はより極地に近い緯度に位置する地域によって異なる。動物が極地により近い地域にある施設の外の環境に移動される場合、考慮されなければならない。というのも、寒い季節あるいは湿度の高い季節に生まれた若い個体に福祉上の問題が生じる可能性があるからである。例えば、自然の生息地が熱帯である動物が温和な気候帯にある施設で飼養されている場合、妊娠している動物の分娩が近づいた際には新生児用の収容場所が必要である。(Rees, 2011) また、行動が光周期に依拠している動物が屋内で収容されている場合、彼らに対する考慮が必要である。光周期は、特定の種の繁殖行動や冬眠に影響を与える。(Rees, 2011) また行動に制限が課され、結果として適切な光周期がこれらの種に与えられない場合は、福祉が貧困化する。 

光の質もまた爬虫類のような多くの種にとって重要である。健康を保つために、爬虫類は紫外線を浴びる必要があり、活動やビタミンD3 合成にとって必要な紫外線A波と紫外線B 派両方の波長を基本的に必要とする。(Rees, 2011) 従って、適切な温度勾配と湿気に加え、適切な紫外線勾配が飼育下の爬虫類には与えられなければならない。
種ごとに適切な光を与えることの必要性と並び、適切で適応な光のレベルが必要であり、これによって最低一日に１回、定期的な満足のいく動物の観察と査察が可能になるが、これは動物の肉体的あるいは精神的な健康と福祉に関する問題をすばやく発見し適切に報告するためにも重要である。状況によってはより頻繁な査察が必要である。例えば、動物の健康状態が良くない場合、社会的な群れの構成に変化が生じた場合（新しい個体の追加など）あるいは環境に変化が生じた場合などである。 (NAWAC, 2005; CAZA, 2008a)  

適切な通気は飼育下にある野生動物の飼養にとって極めて重要である。通気がよくない、結果として空気の質が良くないことは結果として熱によるストレスと不健康を生じさせ、動物福祉を深刻に損なわせる。展示飼養舎のデザイン、建築と維持管理によって、常に十分で適切な通気が与えられなければならない。
衛生:

高い衛生基準は良い動物飼養の重要部分であり、従って飼養舎のデザインと管理、餌の準備といった他の作業は適切な衛生手段と合体される必要がある。その一方で、健康や繁殖状態といった状況を種ごとに考慮し、基本的な環境エンリッチメントと同様に 環境上、生理上、行動上、心理上動物が必要とするものが損なわれないようにすることが必要である。汚染された寝床や古くなった餌、水が放置されてはならず、安全で効果的な有害生物防除が履行されなければならない。
社会的な相互作用:

社会的な動物は、福祉を守ることを考慮したサイズ、構成、構造、密度を持った適切な社会的な群れ内で飼養されなければならない。展示飼養舎は、個体を肉体的な害から防御し、心理的な福祉を守るために同種の他の個体との闘争から逃げる機会を与えなければならない。不適切な過密状態は、餌や水といった重要な物資をめぐっての競争と同様、同種の個体間に攻撃的な遭遇を増加させる可能性がある。また、正常な状態では家族や群れで暮らす種における慢性的な社会的孤立は、常同行動といった病理上の行動の発達を導く可能性がある。(Gregory, 2004) しかし、一時的な同種の他の個体からの隔離は、特定の状況に置いては求められるだろう。例えば、出産予定の雌にとって、群れから隔離し個体専用の適切な収容場所に移すことは、新生児が群れの他の個体から攻撃されるリスクを軽減するために必要であろう。(Rees, 2011)  
展示飼養舎のデザインと適切な環境上の提供を考慮した場合、種特有の行動上、生態上、心理上のニーズと共に個体ごとのニーズも考慮されなければならない。個体ごとに性質が異なることから、その行動も飼育環境の多様な側面に応じたさまざまなものとなる。(Horvath et al, 2013)  従って、種に特有で適切に安全であり、刺激的で多様な環境を与えるように注意が払われなければならない。
水質環境:

水族館の環境もまた、館内の動物の福祉を守るために注意深い管理が求められる。水に求められることは、収容されている種によりさまざまである。考慮されるべき特徴は水温、水の深さ、水の動き、光度、動物の数や水量を含む (Rees, 2011) 水質化学は、水素イオン濃度指数、塩度、酸素濃度、二酸化炭素濃度、アンモニア濃度、 亜硝酸塩、硝酸塩レベルに対応する。全てのこういった特徴が種にとってふさわしい範囲内で維持されなければならない。水質のパラメーターは頻繁に定期的に監査される必要があり、こうすることで水質に変化が生じた場合、動物の健康と福祉に否定的な影響が与えられる前に速やかに修正され得る。 (NAWAC, 2005) 水族館の水は有害な汚染物質を含まず、ろ過されなければならない。水は例えば、バイオろ過、メカニカルろ過、ケミカルろ過、紫外線によるろ過といったさまざまな技術を利用してろ過され得る。(Rees, 2011).  水族館の展示飼養舎のデザインは適切な強度を持ち、耐水性の高い安全な材料で作られ、高い衛生基準を維持するために簡単に清掃できなければならない。 (NAWAC, 2005). 水環境が外で与えられている場合は、プールの水質は排水や周辺の土地や建物からの氾濫から防御されなければならない。(NAWAC, 2005) 水族館は収容されている種と個体数にとって適切なサイズ、デザイン、深さを備えた展示飼養舎を提供しなければならない。適切な社会的な群れの構成もまた、イルカやクジラといった水生種にとって基本的に必要なものである。(Marino and Frohoff, 2011).  動物、特に鯨類といった音波を発する動物は騒音による刺激に煩わされやすい。従って、飼育環境下における騒音のレベルと他の潜在的に不適切な知覚的刺激に対して、注意深い考慮が与えられなければならない。(WDCS, 2011)
	必要事項

	種の必要事項は展示飼養舎のデザインと管理を規定し、展示飼養舎は種が必要とするものと調和する資源を提供しなければならない。  

	動物の展示飼養舎は動物の生涯にわたり根本的に必要とされるものを満たすようにデザインされるべきである。以下の条件が必要となる
•
動物が行動と運動の正常な範囲とパターンを発露する機会を与えるのに充分なスペース (垂直、平行方向) 

•
異常気象からの防御 

•
快適な場所の提供と適切な休息場の提供
•
適切な環境上の選択、刺激およ び変異性
•
安全と恐れに対する十分な防御
•
安全で動物に危害を生じさせないこと
•
効果的な清掃管理、展示飼養舎維持と動物の管理 



	展示飼養舎のサイズ、形、レイアウトと管理は
•
群れ内での他の動物との、あるいは混在した展示飼養舎での危害を及ぼす恐れのある他の種との持続的で解決不可能な争いから個体を守る 

•
群れ内の他の個体による過剰な支配から個体を守りグループメイトとの争いや攻撃を避けるのに十分な機会を提供する
•
感染症の作因や寄生虫の蓄積、広がりの防御
•
廃棄物を効果的に除去する、良質で安全な排水溝の設置  

•
職員と適切な衛生管理や獣医の介在といった飼養による安全で適切な展示飼養舎の管理維持

	常に、自由にアクセス可能な充分なスペースを持つ適切なシェルターと避難場所が展示飼養舎内の全ての動物に与えられなければならない。 
シェルターは天候から動物を適切に保護しなければならない。
来場者の視線から避け、快適に休息できる避難場所が与えられなければならない。
あるいはグループメイトが与えられる必要がある。 

	異なる種あるいは相性が合わない個体は、苦痛を生じさせる可能性のある距離内で飼養されてはならない。

	社会的な種は通常、相性の合う社会的な群れで飼育されるべきである。群れは、動物の適切な数、年齢、性別の割合で構成されなければならない。展示飼養舎内の過密状態は避ける必要がある。
社会的な群れの個体は、獣医療といった必要がある場合、あるいは他の切迫した出産といった理由により正当化され、またこうした孤立状態が個体の福祉を損なわない限り、孤立した状態で飼育されるべきではない。社会的な動物が一時的に群れから離される場合、適切な飼育場所に、社会的な群れに再び容易に戻れるだけの時間のみ置かれる必要がある。
気温, 通風、 光 （光度と分光組成、湿度、展示場の騒音レベルは常に種の快適さと福祉にとって適応なものでなければならない。

	適切な方法で湿度や気温など環境上の変化を測定する機器を保持し、それらを正しく使用しなければならない。 

	適切な方法で湿度や気温など環境上の変化を測定する機器を保持し、それらを正しく使用しなければならない。 
生命維持装置や環境の質 が外部の 公共事業 （水や電気など）に依存している場合、 機能しない場合に備えたバックアップ設備が常になければならい。  

全ての外部のサービスおよびバックアップシステムは毎日点検され、機能し維持される必要がある。

	展示飼養舎、施設、治療室内の適切な衛生基準が維持されなければならない。特に
a)
潜在的な危害を蒙るあるいは疾病にかかるリスクを軽減するために、展示飼養舎の監視と適切な清掃、場内設備に配慮が与えられるべきである。
b)
適切な清掃用具が準備され、その適切で安全な使用方法が有効な状態である必要がある。
c)
職員は清掃用具 と消毒実施要綱を正しく使用できるように訓練されなければならない。
d)
職員は防御服や設備を適切な方法で装着し、施設の衛生方法に従わなければならない。
e)
獣医師あるいは他の能力のある人からのアドバイスを入手し、展示飼養舎または他のエリアにおける決まった清掃手順に従う必要がある。 

f)
動物に感染症が認められた場合、適切なバイオセキュリティー実施要綱が直ちに実施されなければならない。

	展示飼養舎とバリアデザイン、建造物およびその補修管理は動物、職員、来場者の安全を十分に確保するためのものでなければならない。 特に
a)
柵は飼養舎と来場者間に安全な距離を保持して設置されるべきである
b)
柵や飼養舎で結果として危害を及ぼす 可能性のある障害 が発生した場合、速やかに修理あるいは取り換えが行われるべきである、あるいは動物が他の適切な場所へ移動される必要がある。  

c)
展示飼養舎内の部屋や備品はよく管理維持され動物に対しての潜在的な危害を避けるために定期的に点検される必要がある。
d)
動物が万が一落下した場合に備えて、動物に対する抑制に利用されている水が入っているあるいは入っていない堀には、展示飼養舎へ戻ることが可能な手段が無ければならない。
e)
展示飼養舎内で使用されている全ての自然の材料（植物と種や果実といったその生産物） とそうではない材料（ペンキ, 化学物質, ゴム, プラスティック、処理済みの基材や水） は飼育されている種にとって有害なものであってはならない。
f)
展示飼養舎の建造物やデザインは動物にとって安全なものでなければならない。捕食者 から動物を防御し、動物が逸走しないように、また逸走の試みを阻止するようにその自然な行動を配慮する必要がある。
g)
すべてのアクセスポイントを含む境界線は、権限の無い入場の試みをくじくように、また施設内の全ての動物を効果的に閉じ込めるようにデザインされ建造され維持されなければならない。

	自然災害時に履行されるべき災害計画が 、管理部門により作成される必要がある。
必要に応じて、展示飼養舎のデザインは洪水といった自然災害や火災の影響からの適切に防御されるものでなければならない。

	水環境にいる動物は以下を提供されなければならない。
a)
種にとって適切な水温、深さ、光組成と水質化学 （すなわち pH, 塩度、酸素化、 二酸化炭素の凝縮、アンモニア、亜硝酸塩とそのレベル） 

b)
有害な含有物を一切含まない水
c)
種とその数にとって適切なデザイン、深さ、体積を持ち、動物にとって安全で耐水性を持つ材料を使用し適切に維持、清掃ができる展示飼養舎。
水質と水温は種が必要とするものに合致していなければならず、定期的にまたしばしば監視され適切に取り扱われなければならない。
適切な方法で水のパラメーターを測定する設備や要請された水質を維持する設備が備えられ、訓練を受けた職員により使用されなければならない。

	施設、機関は施設内で飼育されている動物の種のケアに関して知識をもち、適応な経験を持った訓練されたスタッフを雇用しなければならない。

	


	勧告

	治療、給餌あるいは新規の動物の導入のために群れを分離できる展示飼養舎あるいはプール が必要であり、動物が阻害されることなく適切に運動できる十分なサイズを持つようにデザインされなければならない。

	展示飼養舎は種にとって適切な植物と合体させたものである必要がある。

	環境衛生上の必要条件と動物の生態上の必要条件の妥協が必要な場合もある。

	樹木が境界フェンスに垂れかかっていないかは定期的に点検し、動物がフェンスを越えて逸走しないように切り落とす必要がある。


動物の輸送と移動
輸送中に、動物福祉を守り負傷や不健康、否定的な心理状態を引き起こすリスクを最小限化するために、良い方法論が必須である。動物の肉体的、心理的な福祉に影響を与え得る要素には、取り扱い技術、輸送の方法と時間、輸送中に餌と水が供与されること、社会的な群れなどが含まれる。加えて、動物の輸送に関する法律は、輸送に求められる望ましいスペースなどに関して、種ごとに国によって差異がある。従って、動物の輸送と移送は関連する全ての地域、国内、国際法が求めることを確実に遵守し、あるいは超えるようにすることが必要である。
輸送目的の飼育下にある野生動物の取り扱い方法は、飼養管理の取り扱い同様、できる限り動物が経験するストレスと潜在的なトラウマを少なくしなければならない。従って、動物を取り扱ったり移動させる際には、動物の自然な行動を理解していることが重要である。動物と輸送に携わる人員の健康と安全もまた考慮されなければならない。適切なリスク査定が、飼育下の野生動物を取り扱う前に行われるべきであり、適切な設備と施設が利用可能でなければならない。正の強化訓練は、動物種あるいは個体に適切であれば、動物を取り扱う際の安全性を向上させることに役立つ。また一方で肉体的な拘束、薬品による拘束が求められる際にそれらを最小限化する。（分野４を参照 - 動物の訓練）  

飼育下の野生動物の輸送は、国際的な輸送となる施設間や獣医療を理由とする施設内での移送といったさまざまな理由で起こる。しかし捕獲、取り扱い、移送用車両への上げ下ろしを含む輸送の全ての過程がストレスのかかる経験であり得る。特に、飼育下の野生動物にとっては肉体上、精神上その福祉に否定的な影響を与え、恐れや 苦痛、場合によっては高い死亡率の原因ともなる。 (Mench, 2004; NAWAC, 2011).鯨類といった特定の種にとって、移送に関連した取り扱い中と収容中に経験するストレスは輸送中とその後の死亡のリスクを増加させる。 (WDCS, 2011). 従って、飼育下の野生動物の輸送は、高い基準の動物の管理とケアが行われることが必須である。  
特に野生で捕獲された動物は、極度のストレスを経験し、捕獲、取り扱い、輸送中にその福祉が損なわれ、結果として高い死亡率が発生する。 (EFSA, 2004)

輸送前のわなによる捕獲は、飼育下の野生動物にストレスをもたらしうる。しかし、この手段に関連したストレスは、捕獲の前に罠に慣れさせること、または展示飼養舎内に餌を置いた罠を開いた状態で放置することにより軽減される。移送のための他の捕獲方法に慣れさせることも可能である。例えば、クレート内に入るために十分な時間、積極的な褒美を与える方法で訓練することが可能な動物もいる。(Melino, 2010) この「クレート訓練」により動物が負傷するリスクと輸送中に動物が経験するストレスのレベルを軽減することが可能である。(Linhart et al, 2008)  クレートやわなを覆うカバーもまた、動物のストレスを軽減し得るが、収容場所は常に適切な通気が確実に行われているように注意が払われるべきである。輸送車両が動いている時も停止している時も、適切で十分な通気が常に必要である。なぜなら、熱によるストレスは輸送中の動物にとって重大な問題となり得るからである。(Mench, 2004; NAWAC 2011)  過剰な騒音と振動は、輸送中に動物が経験する有害な知覚であり、ストレスに寄与するが、輸送の前に輸送が生じる騒音に動物をある程度慣らすことは可能である。(Rees, 2011)  また、例えばラクダを輸送する際に移動タラップが生じる騒音を最小限化するために積み荷タラップを砂で覆うことは、ラクダを積み上げる際にラクダが経験し得る否定的な障害を軽減することに役立つ。(DLGRD, 2003b)タラップを含む積み上げ、積み下ろしの設備は、デザイン、寸法、すべらない床やスロープの傾斜角度などの点で当該種に適切でなければならず、動物が負傷しないように管理維持される必要がある。 (NAWAC, 2011)

動物の輸送に使用する全ての収容場所は、動物の逸走を防ぐために安定していなければならず、一方コンテナとクレートは輸送中の動きを防ぐために安定している必要があり、これによって動物が経験する肉体的、心理的な害のリスクを軽減する。収容場所、施設、設備などは種にとってふさわしく動物が負傷するリスクやストレスを軽減し、動物の安全性を確保しなければならない。(NAWAC, 2011)  動物の輸送用収容場所は種にとってふさわしく、輸送中に動物が横たわったり座ったり、立ったりする際に自然な姿勢を取れるようにし、動物が種にとって正常な範囲内で体温を維持できるようにしなければならない。(EFSA, 2004; NAWAC, 2011) 輸送用コンテナの内部デザインにも考慮が払われるべきである。輸送される種にとって適切であり、例えばある種の鳥には止まり木が必要である。(EFSA, 2004)  滑らない床材が種ごとに調整され、適時、吸収性の寝床がコンクリートの床に提供されなければならない。適切な寝床は尿や便を吸収し、一方で固い床に快適さを与え、悪天候から動物を守る手段となる必要がある。 (NAWAC, 2011)しかし、適切な寝床の材料を提供する際には国内法を遵守しなければならない。国によっては藁などの特定の材料の輸入を認めていない。(CITES, 2004)

当該種にとって適切であれば、共存可能な群れ（例えば共に育てられた動物）を適切なサイズの収容場所で個体数を考慮した上で輸送することも可能である。輸送中の潜在的な攻撃を避けることに役立てるために、輸送前に個体同士がよく知っていることを確かめることが重要である。(EFSA, 2004) 輸送のストレスの結果、行動が強化される可能性があり、また同種の他の個体と密接な状態で閉じ込められる可能性もある。異なる年齢、体重、サイズの動物を輸送のために混在してはならない。  (NAWAC, 2011) また適時、成熟した雄と雌は隔離しなければならない。 (AATA 2000, cited in EFSA, 2004) 種によっては、若い個体が持つ特有のニーズと要求事項もまた、輸送に際しては考慮されなければならない。(DEFRA, 2011). 
輸送中の動物福祉に有害な影響を与えるリスクを軽減するために、その施設の獣医師が移送に耐えうる健康体であると判断した動物のみが輸送されるようにし、適時、有能な経験を積んだスタッフが輸送中に動物に付き添い、動物を観察しその福祉を守ることが重要である。輸送に伴うストレスは、動物の免疫システムを損ねることにより動物の肉体、精神衛生状態に否定的な影響を与える可能性がある。従って輸送中、輸送後に病気にかかりやすくなる。従って、輸送される種にとってふさわしく、苦痛、病気、負傷、疲労といった兆候が動物に見られないか安全に確実に監督、あるいは査察する必要がある。また、偶発事故対策も講じられていなければならない。魚の輸送中、不適切な水中の溶解酸素レベルは大きな問題となり得る。(EFSA, 2004)  従って、水生種を収容した容器の水質は監督され、酸素、二酸化炭素、アンモニアの濃度がpH 、水温、塩分濃度と同様に当該種にとって適切な範囲で維持されなければならない。 (NAWAC, 2011)  
飼育下の野生動物を取り扱い、輸送する全てのスタッフは、飼育下の野生動物のケア、輸送中の動物福祉と安全を守るために必要な方法をよく理解し、輸送の全ての段階で、十分な数の経験を積んだスタッフが関わらなければならない。(EFSA, 2004; NAWAC, 2011)

長距離の輸送は、動物の肉体上、心理上の福祉に否定的な影響を与える可能性がある。 (Appleby et al, 2008) また輸送中、その後に罹患する可能性の原因となるストレスを生じさせる。長距離輸送はまた、動物に疲労を増加させ、負傷や肉体に害を及ぼす可能性がある。従って、良い動物福祉を促進させるためには、避けることが可能な場合、飼育下の野生動物の輸送はしてはならず輸送距離は可能な限り短くする必要がある。動物は輸送中、あるいは輸送直前の準備中、適切な輸送コンテナのみに収容されなければならない。(Ezemvelo KZN Wildlife, 2013)  施設内で動物が移動される状況下では、例えば展示飼養舎から別の飼養舎へ移動される際には、動物は最長１時間までの可能な限り短時間、輸送用保管庫に収容されるべきである。 (Ezemvelo KZN Wildlife, 2013)  適切な輸送用保管庫に動物を入れてから到着先までの時間は最小限化されなければならない。
輸送手段は、輸送時間と同様に動物福祉にさらなる影響を与える。例えば使用される車両はデザインされ維持管理されなければならない。そうすることにより、収容された動物を、移送予定の土地を快適にかつ安全に輸送することにふさわしいものとなる。 (NAWAC, 2011) 陸路、空路、海上であれ、車両は可能な限り移動中の過剰な動きと振動を防ぎ、悪天候から（動物を）防御しなければならない。
輸送あるいは移送計画は、種が水、餌、スペース、通気、休息に求めるものを適切に盛り込む必要があり、従って動物が個々に必要とするものが確実に対応されるようにしなければならない。輸送距離は、必要時に適切な休息時間を設け、可能な限り短くなければならない。不慮の事故から動物福祉を守り、不測の遅延や悪天候を含む想定外の状況で動物が苦しむことを避けるために偶発事故対策案が作成され、不測の事態が生じた際には適切な行動がとられなければならない。 (NAWAC, 2011).

IATA (国際航空輸送機関) は国際的な動物の安全な輸送が求める最小限の事項を発行しており、これらのガイドラインと規則は順守されなければならない。一方でまた、個々の動物のニーズと輸送に関する種特有のスペースに求められるものも考慮される必要がある。  

	必要事項

	動物の輸送と移動は全ての適応する地域、国内、国際法、標準、基準、ガイドラインを順守 するべきである。 

	国際的な動物の輸送の際にIATA により要請される状態と施設は最低限のガイドラインとして使用される必要がある。

	全ての必要な 移動に関する文書、 健康証明書、許可書が完備された状態で、移送の遅延を避けるために適切な方法で調査に備える必要がある。

	移送計画が策定されなければならない。移送計画には 不測の遅延の影響に対応するために、偶発の事故に備えた計画書を含む必要がある。こうした遅延が動物を極端な熱、寒さ、渇きと空腹にさらす可能性のある場合には特に。  

動物福祉を安全に保障するための輸送中の緊急実施要綱もまた作成されるべきである。

	全ての動物は、移送が可能かを確認するために、事前に獣医師による適切な調査が行われるべきである。

	使用される抑制および取り扱い技術は、種にとって適切なものであり、動物とハンドラー双方にとって安全なものでなくてはならない。

	充分な数の有能な経験を積んだ職員が、輸送中の動物の安全、健康、福祉を保証するために輸送の全ての段階に関わる必要がある。

	移動の 宿泊場所と設備 
a)
プロジェクション、備品あるいは動物を傷つける可能性のあるものがあってはならない。

b)
安全かつ輸送される動物の種、年齢、数にふさわしいデザインと構造 

c)
快適な通風と気流

d)
適切な環境状態を種に与える

e)
動物の足元にとって安全な床材の提供

	種と状況にふさわしく、輸入に関する国内、国際法を順守した快適な寝具類あるいは吸収性のある材料が輸送ケージの床に使用されるべきである。

	野生下において社会的な動物の群れが輸送される場合には、その群れは相性の良い個体により構成され、移動中のスペースは十分なサイズを持ったものでなければならない。

	年齢や体重、サイズが大きく異なる動物は一緒に移動されるべきではない。

	移動時間は最低限のものである必要がある。避けられる場合は、飼育下にある野生動物の長距離移動は行われてはならない。
輸送中の遅延を軽減あるいは避けるための準備が行われなければならない。

	動物は移送中あるいは移送直前の準備期間のみ、輸送用コンテナに収容されるべきである。収容から目的地の到着までの時間は、最小限にとどめられるべきである。

	動物に関する記録は全ての動物の移動（の記録）を含む必要がある。最低限の必要として、移送される動物を適切に収容し、給餌し、該当する動物は治療するために十分な情報を受け取り手に提供する必要がある。


	勧告

	いかなる動物の輸送も、動物にストレスを与える潜在的な可能性がある。ストレスが深刻な場合、可能な限りストレスのレベルを軽減する目的で鎮静剤の使用など適切な方法がとられる必要がある。


	動物を収容する個々のコンテナの外側には、種、個体の数、特別な取扱方法、動物が危険動物に分類されているかどうか、適切な給餌給水に関する情報を含む動物についての情報が記載される必要がある。


	送り手と受け取り手の施設の連絡先も記載されていなければならない。


動物の取引
野生動物の捕獲、輸送、取引を監視し規制することは、この過程における飼育下の野生動物の健康と福祉を守り、動物の野生における生育能力への脅威を軽減するために必要である。取引の詳細に関する適切な文書は、福祉基準が確実に保持され、加えて必要な法規の全てを遵守していなければならない。すなわち、動物の移送は全て、動物福祉と野生動物個体の持続性を守るために、全ての適応する地域、国内、国際的な法規制を遵守する必要がある。    
さらに、野生動物は施設間の取引中に国内、国際的に移動する可能性があり、従って動物が移動される環境や気候がその動物が特有に求めるもの（心理上、行動上）を確実に満たし、福祉を損なうことを避けるために個体の心理上のニーズを満足させることが重要である。つまり、動物が移動先の気候に順応できなかったり、環境がその種特有のニーズを満たすことができない場合、福祉は貧困なものとなる。動物は健康体でなかったり、輸送に耐えられない状態である場合、施設間で移送されるべきではない。同様に、施設間で移送される動物の将来的な福祉を守るために、受け入れる動物の種を適切に管理し収容する施設のみへ移送されるべきであり、受け入れ施設は動物の飼養やケアに十分な経験を持つスタッフがいること、受け入れ施設は彼らが展示する動物のケアの管理や福祉について適切な考えを持っていることが重要である。(WAZA, 2003a; BIAZA, 2012b)  

動物の取引中、施設間で病気が感染するリスクを最小限にするといった注意も払われるべきである。（分野３参照 - 動物の健康と獣医療）移送される動物は、輸送前の適切な時間内に獣医療上の検査を受け、健康体であることを確認するために輸送直前に再度、検査を受けなければならない。施設が新しく取得した動物の到着時には、その種にふさわしい期間の検疫が高いバイオセキュリティーの基準をもって履行され、施設内にすでに飼養されている動物の健康と福祉を守ることが重要である。取得する動物の適切な医療用記録が、送付先で収容されている動物の病歴と共に、受け入れ先に与えられなければならない。
動物の由来:

野生からの動物の取得は促進されるべきではない。益々多くの野生動物種が飼育下で繁殖され、飼育下で生まれた動物を由来とする野生動物の資源となっているが、海の魚、鳥、爬虫類などが依然として野生で捕獲され飼育下に持ち込まれている。(CAWC, 2003)   動物の取得は全ての関連法規を遵守し、倫理査定が行われることが重要である。動物は、野生での個体数あるいは生息地に何ら否定的な影響が無いことを示すデータがある場合のみ、野生由来であるべきである。 (DEFRA, 2008) そして基本的には，個体の福祉が考慮され、これが主な懸案事項となるべきである。つまり、個体への利益と福祉にかかる負担に関する査定が、特に飼養に際して求められるものが完全に理解されていない場合、動物が野生から連れてこられる前に行われるべきである。(CAWC, 2003) また、野生での捕獲中には個体が害を受けるリスクがあり、続く輸送においては免疫システムの低下によるストレスの結果である感染症、動物がそれまで遭遇したことのない感染物質に暴露されるリスクが生じ、結果として個体の福祉が深刻に損なわれる可能性がある。(CAWC, 2003)  
しかし、絶滅の切迫したリスクを持つ野生動物が生存し続けるために、野生への再導入を目的にした飼育下の繁殖プログラムが必要である場合もあるだろう。(CAWC, 2008b; DEFRA, 2008), しかし、これは完全な倫理査定を前提とするものであり、全ての適応される法規制を遵守しなければならない。水族館協議会(MAC) は 福祉と環境基準MAC 認定書スキームを開発しているが、これは熱帯魚の取引と質の保証に関する枠組みの規制に役立つものであり、野生で捕獲された動物の福祉基準の促進を手助けする。また保全の目的に対応し、生態の持続可能性を促すものである。一方で 国内の認定されたプログラムもまた、ある種の淡水魚や陸生無脊椎動物が許可された持続可能な野生由来から取得されるために存在する。(BIAZA, 2012b)  
取得した動物の由来に関する詳細が、個体の健康、栄養、繁殖状態、行動上の特徴に関する適切な記録と共に提供されなければならない。（その他を参照- 記録保管）
動物の管理:

動物園内で収容されている動物の数には規制が必要である。これは、例えば動物が全て適切に収容され、過密状態と関連する問題を確実に避けるために、あるいは飼育下の野生動物の保全繁殖プログラムが求めることに確実に対応するためである。この動物管理は結果として、施設間の動物の取引となり得る。さらに 遺伝子の多様性と施設内の健康な個体数を維持し、近親交配のリスクを最小限化するために、繁殖規制が必要であろう。繁殖制限は、雌雄を分離する、不妊化手術あるいは個体を別の施設に移動させることを含む複数の方法により達成することも必要であろう。(Rees, 2011) しかし、こうした繁殖制限のさまざまな方法が動物の肉体的、心理的健康やその結果、福祉に与える可能性のある影響が考慮されなければならない。例えば種によっては、単一の性のみによる群れは自然な社会的群れを表さず、従って攻撃といった有害な 行動が結果として生じる可能性がある。(Rees, 2011) また、避妊は行動上への有害な影響に加え、副作用をもたらす可能性がある。一方で繁殖や幼体を育てる能力は動物の自然な行動と考えられ得る。 (BIAZA, 2012b) しかし、群れのサイズや性別の割合を維持することは、最適な群れ、動物の精神的な健康や福祉に肯定的な影響を与え得ることから、重要である。(Lewandowski, 2003)

動物の取得や異なる施設への移送は、さまざまな方法で動物福祉に否定的な影響を与える。例えば、社会的な動物が群れから引き離されたり新しい社会的な群れに導入されたりした場合に引き起こされる可能性のある社会的な群れ内の分裂を通じて。つまり、慣れ親しんだ環境や確立した生息範囲から引き離され新しい展示飼養舎という環境へ導入されたり、あるいは移送によってさまざまな新奇の経験やなじみの無い状況へ導入されるということである。(NAWAC, 2005) （動物の移送を参照）従って、動物の取得や取引の前には、動物福祉がこうした移動が必要な際には主な懸案事項であり、こうした移送が行われる際には移送される動物の福祉が確実に保証されるように適切な手段が講じられるために－例えば高度に社会的な動物は適切な群れあるいはペアで取得、移送されるように－査定と管理責任者による倫理上の見直しが行われるべきである。 (NAWAC, 2005)
	必要事項

	管理者は全ての動物の取引の必要性について考慮しなければならない。
動物の福祉が損なわれる可能性のある場合は、代替的な選択肢も検討されるべきである。



	動物の移動は、その種、個体あるいはその動物が属する社会的な群れにとって最良の結果をもたらす可能性がある場合にのみ行われるべきである。


	疾病リスクの分析が動物を取得する機関の獣医師により行われる必要がある。


	記録は 以下を保持する必要がある
a) 展示下に置かれた日付と詳細を伴った動物の由来
b) 展示下に置かれなくなった場合、誰の下に（移送されたのか）


	施設は、収集元から離れる動物が適切な設備、資源、（収集元のものと）相当する動物福祉基準を 達成することができる専門家のいる施設のみへ受け渡されるべきである。


	勧告

	施設からの収集、移送に際しては、全ての動物の定期的な見直しと福祉上の要件を確実にし、査定することが請け負われるべきである。


分野 3: 健康
動物の健康と獣医療上のケア
速やかな診断と治療は痛み、負傷、病気の影響を最小限化するために極めて重要である。病気が動物の群れの複数の個体に発生した場合、特に長期にわたり発生した際には、飼養システムと基準が考慮されなければならない。 (DEFRA, 2008)　病気の性質と共にそれが感染症であるのかないのか、疫学上の考慮も行われるべきである。  
常駐獣医師がいない施設内では、訪問獣医師が適切な訓練と経験を積んだ能力のあるスタッフ、例えば動物看護師などにある種の治療の手順を教授することが必要であろう。(EFRA, 2008) 獣医師と施設職員間の効果的で明確なコミュニケーションが重要であり、獣医療は特定の獣医療手順に従い獣医師による監督の元に適切に訓練を受けたスタッフによってのみ行われるべきである。施設スタッフは施設内の動物に対する獣医治療や投薬を、獣医師への相談なしには決して行ってはならない。(DEFRA, 2008) 全ての獣医療医薬品の 管理、使用、保管については関連した条例を遵守しなければならない。 

飼養管理は、良質な獣医療の提供と飼養技術を補完しなければならない。 飼育下の動物の健康と福祉を守るために必須である。飼育員が種の生態、つまり基本的な肉体、行動上のニーズと要求事項 に関する知識を持つこと、また種における正常な範囲内での行動と好みが異なる年齢の動物の群れが、さまざまな方法で痛みに反応したり示したりすることへの理解が必要である。(Gregory, 2004) この知識と理解のレベルは  、飼育下の動物に与えられる飼養基準を支持し、痛みや苦痛を示唆する行動を認識するにあたり極めて重要である。動物は従って頻繁に、定期的に日常的にスタッフに観察、査察されなければならず、健康や行動における異常は速やかに適切に関係者に報告されなければならない。動物が不健康であったり負傷していたりする状況下においては、あるいは個体や群れが最近、混在されたり新たに導入されたりした場合、動物管理の履行に変更があった場合、あるいは悪天候の場合には動物の様子をより頻繁に確認することが状況に応じて求められるだろう。
鳥のピニオニングは、飛翔を防ぐ管理目的で行われる筋肉、腱、羽の骨に損傷を与える永久的に回復不可能な不具化である。しかし、飛翔が移動の主な手段である場合、鳥が自然な飛翔をすることを妨げることは、心理上の健康と福祉に否定的な影響を与える。(Maple and Perdue, 2013)　また、その施術そのものが動物福祉に否定的な影響を与える。従って、鳥のピオニングは特例の場合のみに行われるべきであり、動物管理上、最後の手段として有効な代替法が無い場合にのみ限る。依然として行われている場合には、施設内で管理責任者による倫理的な見直しが行われるべきである。
予防獣医療:

準備された緊急獣医療を与えることに加え、予防獣医療プログラムが文書化されるべきである。また、施設内に収容されている全ての動物に対して、個体ごとのまた社会的群れ全体の健康を考慮し監督することを含む適切な獣医療に関する協議が行われる必要がある。(Rees, 2011; Portas, 2013) 予防獣医療プログラムは、 飼育下の動物の健康を守るために必須である。こうしたプログラムはその国でよく生じる病気を考慮するべきである。(DLGRD, 2003a) また定期的な血液、尿、排便の検査、適時のワクチン接種と寄生虫制御などを含む健康スクリーニング・実施要綱と合体させなければならない。(Kohn, 1994; NAWAC, 2005) 施設に常駐獣医師がいない場合には、記録が見直しされ、予防獣医療プログラムが確実に履行されるように定期的な助言を与えるための訪問が望ましい。(DEFRA, 2008) 詳細で正確な獣医療記録を法的に維持することに加え、獣医師による訪問の記録と勧告も保持されなければならない。獣医療に関する記録は、速やかに個体の福祉を査定し即時、あるいは長期にわたる負傷や病気の診断、観察をも可能にすることにより、重要なツールとなる。(Algers, 2004) 適切なバイオセキュリティー調整が病気のリスクを最小限化するために確実に行われると共に、飼養、予防獣医療とその実施要綱が管理責任者によって定期的に見直しされなければならない。(CAWC, 2003)   

動物園動物の栄養、管理、獣医療ケアに関する知識が増えると、高齢動物の健康が 動物園の対応するべき共通の案件となりつつある。(Rees, 2011; Loomis, 2012; Portas, 2013) 慢性関節炎や心臓疾患といった病気が生じる可能性がある。(Loomis, 2012) また、老齢の動物のための適切な種特有の長期収容場所を提供することが考慮されなければならない。 (Rees, 2011) 従って、老齢の動物に関する案件は獣医療健康プログラムにおいて対応されるべきであり、ケースごとに個体への獣医師による見立てと共に管理責任者によって定期的に見直しされるべきである。ゾウなどある種における飼育下にある野生動物の寿命の短縮は相反する問題である。 (Clubb and Mason, 2002; Rees, 2011) 鯨類 (Marino and Frohoff, 2011)　などもその例の1つであり、定期的な種特有の健康スクリーニングの必要性が実施要綱の必要性を強調する。
動物の検死は予防獣医療プログラム及び動物園内で飼養されている動物の健康状態の監督において重要な役割を果たす。(NAWAC, 2005; DEFRA, 2008) 従って、動物の死亡後、速やかに経験を積んだスタッフによって検死が確実に行われ、その記録と所見結果が維持保管されなければならない。研究検査のために摘出された全ての死体と細胞サンプルは、動物園内の他の動物が潜在的な感染症に暴露する危険およびスタッフに人獣共通感染症が感染する危険を最小限化するために、適切に保管され取り扱われる必要がある。全ての死体に対して、安全、衛生的で適切な処理が行われる必要がある。
バイオセキュリティー:

動物を他国から輸入する際の検疫に関する規制は国によって異なるが、施設に到着した新しく取得した動物の検疫は、すでに展示飼養されている動物の健康と福祉を守るために極めて重要である。検疫は、施設内の他の動物に病気がうつることや広がることを防ぐことに役立ち、新規に到着した動物の検査を可能にする。(Rees, 2011)  動物の取得管理 における申請に加えて、検疫施設はまた適時、病気の動物や負傷した動物を隔離するためにも重要である。検疫中の動物は、施設へ導入、再導入される前に、適切に健康状態を査定されなければならない。検疫施設が動物を安全に観察、取り扱い、検査しバイオセキュリティーと共に高い飼養と衛生基準を維持できるようにデザインされ建築されることが重要である。検疫エリアはまた、動物が正常な行動を発露し、適度な運動を行う機会を与えるよう、適切に種特有のスペースを提供しなければならない。
多くのペスト種（自由に移動する齧歯動物や無脊椎動物など）が飼育下の動物にさまざまな感染症を媒介する可能性があるため、安全で効果的なペスト制御プログラムもまた、開発され履行されなければならない。野生化したネコや他の自由に移動する肉食動物といった捕食者の制御もまた、捕食や病気の感染を防ぐために考慮されるべきである。(PAZAAB, 2010; Rees, 2011) ペスト制御と　　の手段に関するケアが、施設内に収容されている飼育下の動物へのリスクを最小限化するために実行されなければならない。predator deterrent employed 捕食動物の侵入防御とペストコントロールが、安全な周辺のフェンスと個々の展示飼養舎のデザイン、維持管理に対して考慮される必要がある。
	要求事項

	獣医施設とケアのレベルは、展示動物の福祉上の必要条件と一致したものである必要がある。

	施設は、飼養されている全ての種の獣医療において専門知識を持つ獣医師と打ち合わせ事項を持たなければならない。

	獣医師と職員間の効果的なコミュニケーション及び獣医師と職員間の責任所在の割り当ては極めて重要であり、それぞれが倫理的および法的な責任について理解する必要がある。

	順向性の獣医療が明らかな状態である必要があり、以下を含む

· 動物園動物全てに対する決まった臨床検査 

· 動物園の治療の文書化と予防医学実施要綱

· 動物の健康監視　（例：疾病スクリーニング、定期的な血液、尿、糞便検査, 内部寄生虫モニタリングなど）

· 診断上また他のサンプルの安全で適切な収集、準備, 取り扱い及び回送

· 健康と衛生に関する動物園職員のトレーニング

· 可能な時はいつでも、病理分析用のサンプルの提出を含む検死および必要な実験用調査が行われるように保証されなければならない。

•

検疫 と法律あるいは動物園獣医師の活動の一部として要請される他の仕事の監督

· 栄養と餌の開発 

· 危険な薬品の偶発的な使用が生じた場合のための文書化された手順の設定

· 適切な文書のコントロール、保管、発行、企業のガイダンスと勧告および地方自治体の法律に沿った獣医療用薬品の廃棄を含む、全ての投薬に関する確実な管理 
· 施設は、施設と地元の病院あるいは施設の獣医師が、施設で使用される可能性のある有毒な薬品や獣医療用製品用の解毒剤を常に使用できる状態にある必要がある。また、適切な記録が保管されている必要がある。

	動物園で有毒な動物が飼育されている場合には抗蛇毒素に適切にアクセスできるように緊急実施要綱が文書の形で準備されている必要がある。

	全ての動物は職員により最低1日1回調査される必要があるが、以下の状況を除く
a) 毎日の調査が動物の福祉に否定的な影響を与える可能性がある場合

b)　繁殖サイクルの特定の段階に動物がいる場合、動物福祉を損なう可能性がある（新生児がいる、あるいは卵が孵化している状況）

c)　新規の個体が導入されたり社会的な群れ構成に変化により、環境に変化が生じた場合には、より頻繁な調査が必要な場合もある。

	動物のケアスタッフは適切に訓練を受け、以下を含む動物の良い健康状態や福祉状態を示す兆候の観察が可能でなければならない。

· 疾病、トラウマ、痛みや 苦しみが無いこと;

· 正常な行動の発露や発展

· 正常な成長、発展、繁殖、寿命のレベル

· 環境との積極的な相互作用や休息、遊びといった行動を含む正常な行動範囲の発露

動物が負傷したり不健康であったり、動物がその福祉が貧困あることを示す行動を発露した場合、即時、適切な行動が取られる必要がある。負傷や貧困な健康、異常行動に関するいかなる兆候も即時に報告され、必要に応じて速やかに獣医師に相談されなければならない。
適切に経験を積んだ職員が、動物の安楽死に関する決定を下せるように常駐する必要がある。効果的な安楽死方法の準備があり、基準となる実施要綱が文書化されていなければならない。（安楽死の項を参照） 

	整形、行動上の目的あるいは外観を変化させる目的での不具化は行われてはならない。
治療や予防を目的とする獣医療用の投薬は、適切に行われ文書化される必要がある。 

	動物の記録は以下を提供するものである必要がある

a) 動物に責任を担うケアスタッフによりつけられる検査可能な記録。食事の変化、毎日の健康チェック、繁殖行動、全ての異常な行動や活動、他の問題と取られた対応を示したもの。

b) 正確な獣医療記録。臨床観察、実験手順、検死の結果, 医療行為の全てに関する詳細と日付 （使用された薬品全ての投薬量、順番、回数）また個体あるいは群れ全体に投薬が行われたのかどうか。

獣医師や臨床の管理者により、臨床、行動上、病理上の記録と死亡率が定期的に見直される必要がある。 飼養と予防獣医療は必要に応じて見直される必要がある。

	臨床上の廃棄物やゴミは定期的に除去され、地方自治体あるいは動物が検疫下にある場合は、自治体の獣医師により許可された方法で廃棄されなければならない。

	全ての動物の死体は、施設の他の動物が潜在的な感染症に暴露される危険性を最小限にするために適切に取り扱う必要がある。

	安全で効果的なペストコントロール・プログラムが制定され、必要に応じて捕食動物の抑止も行われなければならない。

	動物の排泄物へのパワーホースの使用による健康上のリスクは最小限に抑えられなければならない。

	ホース使用中に作られる可能性のあるエアゾール剤粒子がスタッフと動物へかかることを防ぐ方法が取られる必要がある。

	動物ケア職員は施設内の動物に感染する可能性があったり、その健康に否定的な影響を与える感染症にかかった場合、直ちに管理部門に報告しなければならない。
管理部門は適切な獣医療上のアドバイスを求め、必要に応じてあるゆる治療行為が施される必要がある。

	負傷した野生動物がリハビリを受けている場所では、リリースに先立ち、適切な獣医療上のチェックにより、回復しリリースされる負傷動物が野生動物や他の種の動物に 新しい感染症をもたらす可能性を最小限にするべきである。

	勧告

	実行可能で実際的である場合、展示動物の定期的な体重検査が考慮されるべきである。健康上の問題の初期段階での判別に役立ち、ひいては適切な方法で速やかな医療を施すことが可能になるからである。


	動物の検査には（動物にとっての）支障が最小限になるような方法が考慮されるべきである。例えば毎日の肉体検査が難しい場合などは 閉鎖回路テレビ（CCTV） が利用される必要がある。


	動物ケアスタッフの（動物の）健康や行動における異常を観察する能力は定期的に見直しされるべきである。また、彼らの能力や技術のさらなる向上を図るための訓練機会が適切に与えられるべきである。


獣医療施設
適切な施設が動物の安全な検査、診断、治療のために常に利用可能でなければならない。 (CAWC, 2003; DEFRA, 2008) 動物の安全な捕獲、取り扱い、検査 のための適切な設備もまた常に利用可能な状態である必要がある。施設に常駐獣医師がいる場合は、基本的な診断と外科手術用の設備、器具が利用可能でなければならない。
動物の定期的なまたは緊急治療のための獣医療施設は、動物とスタッフ間の人獣共通感染症のリスクを最小限化するためにデザインされ、維持されなければならない。また、職員は適切な清掃と消毒実施要綱に関する訓練を受けている必要がある。消毒手順と実施要綱、高いバイオセキュリティーの基準を維持することは、施設内の動物の健康と福祉を守る一助となるために必須である。
	必要事項

	施設は展示動物に必要な獣医療を行うための設備を整えている必要がある。

	専門の治療室が現場に設置され、動物の検査と治療に常時、利用可能な状態である必要がある。治療室は十分なサイズの広さで洗浄が可能な床と壁、十分な排水溝を備え、衛生状態を維持したものでなければならない。最低限必要な設備は以下のものである。
a) 診察台
b) 流れるお湯や水

c) 全ての薬品の安全で確実な医薬品の保管庫
d) 適切な 周囲の気温 

e) 適応な通風
f) 良い照明
g) 電力

	全ての医薬品と他の獣医療用製品は権限を持った職員のみがアクセスできるように安全な場所に保管されるべきである。獣医師は期限切れの薬品を定期的に除去し適切に廃棄しなければならない。薬品の在庫、使用と廃棄に関する完全で正確な記録がつけられなければならない。

	全ての使用済み、不要なあるいは汚染された獣医療用材あるいは備品は現存する法律を順守し、国際的に許容された運用方法で安全かつ適切に廃棄されなければならない。臨床上の廃棄物を安全かつ適切に廃棄する施設が必要である。

	新規に導入された動物を隔離、検査し、病気あるいは負傷した動物をケアするための特定の宿泊場所が必要である。

	捕獲、抑制、取り扱いのための、また必要に応じて全身麻酔、安楽死またアフターケアを行うための適切な設備と装備が必要である。

	病気、負傷、隔離あるいは検疫中の動物がいる場所では、厳格な衛生管理とバイオセキュリティーが必要である。隔離されたエリアのみで職員に使用された防御服、設備と用具は適切に清掃されそのエリアのみに保管されなければならない。


	勧告

	特定の冷蔵庫や冷凍庫が、即時の検死が不可能な動物の死体保管のために用意される必要がある。不可能な場合は、獣医師のアドバイスを受けなければならない。


安楽死
良い福祉に求められる基本的なことの１つは、健康の維持である。これは、予防獣医療プログラム、さまざまな種における痛みや病気の速やかな認知、負傷や病気の早急な診断と治療を通じて達成できる。しかし改善することが不可能な肉体上、心理上の貧困な健康により、福祉が深刻に低下したり当該個体にとってそれが最適だと決定された場合には、安楽死は必要である。  
施設は、安楽死がどのような場合に必要とされ、正当化されるのかに関する詳細な文書化された実施要綱を保持し、これは施設の倫理委員会により定期的に見直しされる必要がある。 (PAAZAB, 2010) また、管理責任者によっての見直しも必要である。この文書にはまた、履行するにあたっての認可、受容された基準が明確に記載されていなければならない。安楽死が提案されている動物に直接関与しているスタッフとの論議が重要であり、また行われなければならない。 (BIAZA, 2012b)

安楽死は、認定された履行基準、その地域の法規制に従って実行されなければならない。地域の慣習と文化的な信仰にもまた配慮が払われ、安楽死の要因あるいは動物の人道的な殺処分が損なわれないように考慮されなければならない。全ての状況下において、動物の福祉と生活の質が最重要課題とされる必要がある。 (WAZA, 2003; Edwards, 2004; BIAZA, 2012b)

痛み、苦痛やストレスを確実に最小限にするために、動物の安楽死は獣医師による監督の下、あるいは使用される技術の適切な訓練を受け、経験を積んだ有能なスタッフによって履行されなければならない。(AVMA 2001; NAWAC 2005) 動物のストレスを軽減し確実に施術されるように、種ごとの取り扱いや適切な保定の経験が必要である。(AVMA 2001; NAWAC 2005) 求められる動物の保定の方法やタイプは、安楽死の方法に加え、個々のケースに応じて注意深い考慮が払われるべきである。考慮されるべき要素は、種、動物の位置、負傷や病気が認められるか、スタッフの経験、安全性などを含む。 (AVMA, 2001) 視覚、音、触覚といった動物が受ける刺激を最小限化することは、動物のストレスや不安を軽減する。苦痛を感じている動物は他の動物に衝撃を与える声を出す可能性があるため、安楽死が行われる際には、他の動物はその場にいてはならない。(AVMA, 2001)  

安楽死は、可能な限り速やかに苦痛が少ない死とならなければならない。(AVMA 2001; WAZA 2003; NAWAC 2005; BIAZA 2012b)  動物の種、安楽死方法が動物の処分前に適切に考慮され、安楽死後は動物の死亡が確認されることが重要である。(AVMA, 2001)  また、適切な検死が行われるべきであろう。
動物の飼養管理、ケアの高い基準が動物福祉を守るためには極めて重要であり、従って、この高い基準を達成し維持するために努めることが重要である。しかし場合によっては、例え人員や設備が十分ではない場合などは、福祉が低下することを防ぐために、適切な代替法が無い場合、他の全ての可能な選択肢を完全に考慮し選択肢が何も残らなくなった後に、最終手段として人道的な動物の殺処分が認可され得るだろう。(DEFRA 2008; BIAZA, 2012b; Maple and Purdue, 2013)  こうした状況下では、人道的な動物の殺処分が繰り返し必要とされることを防ぐために、適切な手段が講じられるべきである。
	必要事項

	安楽死は地方および国の法律に沿って許容可能な方法で行わなければならない。安楽死は素早く痛みの無い死を導く、苦痛の無い方法で行われるべきである。


	動物の安楽死に関する施設の方針と基準手順の文書は定期的に見直される必要がある。以下の事項を示すものとする
• 獣医師のアドバイスと安楽死に関するガイドライン、安楽死の許容可能な緊急方法が含まれていること
• 施設で飼育されている全ての種のために、負傷動物の緊急安楽死のためのものを含む適切な設備と装置。こうした設備と装置は安全に保管され維持される必要がある。
• 能力があり、適切に訓練を受けたシニアスタッフで、必要な施設と設備にアクセスするスタッフには、常に連絡が取れる状態でいなければならない。
動物の安楽死に関わる全てのスタッフは許容されている安楽死方法を熟知しこれらの方法を適切に訓練、経験している必要がある。

	

	安楽死のための動物の抑制あるいは取り扱い、安楽死の方法は動物に与えるストレスを結果として最小限にする必要がある。


	余剰動物あるいは老齢の動物を安楽死の手段としてハンティングベンチャーに与えることは許容不可能なことであり、行われてはならない。 

	人道的な方法で殺処分した動物 （ネズミ、大型ネズミ、ウサギ、鳥など）を動物園動物に与える場合 それは倫理的に許容できると認識福祉基準に従って行われなければなりません



	勧告

	個体が安楽死される時には、他の動物がいてはならない。


分野4: 行動
無味乾燥な環境下、あるいは長期にわたる社会的な孤立下で閉鎖収容されることを通じて行動上あるいは相互作用上、制限を受けることは、感情の無反応と関係し極度の退屈、欲求不満、異常な行動パターンの発達につながる可能性がある。結果として、運動を促し、自然な行動の発露を可能にする、種にとって適切な複雑さと多様性を持つ環境、スペースと資源を与えることは肉体上、精神上双方の健康にとって重要である。種にとって適切な環境エンリッチメントはまた、動物に選択する能力を与え、従ってその環境をコントロールするレベル つまり、意思決定を促すことにより、動物が好みを表現し、彼らが好む環境の状況を選択することができるようにする。結果、肯定的な心理状態と従って良い福祉を促進することになる。適切で積極的な正の強化訓練は、飼育下の野生動物にエンリッチメントを与えるために利用され得る。これは、自然な行動の発露を促すことに焦点をあて、これを目的に利用されなければならない。来場者がいることは、肯定的な影響と (PAAZAB, 2010; Maple and Perdue, 2013) 否定的な影響を飼育下の野生動物のある種の行動にもたらし得る。(Carrasco et al 2009; Rees 2011) つまり、動物福祉が常に最重要課題として常に考慮されなければならない。
環境エンリッチメントと刺激
動物の収容場所と飼養環境の全体的なデザイン、建築と適切な環境エンリッチメントを合体させることは、適切な施設を提供することと合わせて極めて重要である。こうすることにより、飼育下の環境が行動の発露に制限を課すことを防ぎ、動物が自然な行動、動きを完全な範囲で発露することが可能となる。その結果、生理上のニーズと心理的なニーズを満たすことができる。これは、さまざまな種の生態と正常な行動範囲に関する正確な知識と理解に依拠する。しかし、その一方でさまざまな種の行動上の異常性を正確に解釈する能力もまた、動物福祉の潜在的な低下に対して速やかに反応し、適当に対処する上で極めて重要である。 
行動はしばしば種特有であり、ある種の行動の発露の正常な範囲内の強い内的な衝動は、行動上、精神上の健康を守り福祉の低下を防ぐため必要な動機の結果である。(Pethrick and Rushden, 1997; CAWC, 2003) 例えば、巣をつくることに強い動機を持つ動物は、この行動を発露する基本的な必要性を持っているのであり、これを制限された場合、深刻な福祉の低下が生じるだろう。さらに、ある種の野生動物の自然な行動の傾向が、飼育下で生じる福祉上の低下を増加させるだろう。例えば、野生下で広い生息地を持つ肉食動物は、飼育下において高い割合で常同行動と新生児の 死亡率が観察されてきた。 (Clubb and Mason 2007; Portas, 2013)  また、さまざまな種の知性あるいは認知能力がデザインに考慮され、霊長類のような高度な精神上の刺激を必要とする高い知性を備えた種に対して、複雑な飼養環境が提供されなければならない。こうすることにより、彼らの心理上のニーズが満たされ、常同行動といった異常行動の発達を防ぐことが可能となる。飼育下にある野生動物の福祉を向上させるためには、種特有の刺激的で多様な環境を提供することに注意が払われるべきである。そうした環境では、動物は自然な行動を発露することが促され、環境に対して選択が可能となりその結果、制御も可能となる。
異常行動:
さまざまな自然な動きと行動を発露する能力を十分に発揮できない無味乾燥な環境で飼養されている多くの動物は、肉体的な健康上に異常をきたすのみならず、 (UFAW, 1988)　異常行動をも増加させうる。例えば、体毛を引っ張る、身体を引っ掻く、あるいは棒を舐めるなどの行動である。(Gregory, 2004; WSPA, 2005).  繰り返し、しつこく明らかに目的を持たない異常行動と定義される常同行動と、他の異常行動の発達は全て動物福祉における低下を反映したものである。(CAWC, 2009) また、非常にさまざまな理由でも生じ、しばしば環境のinadequacies と関係する。例えば、動物が閉鎖的な環境とそれに伴う制限の結果、慢性的に欲求不満を感じている、あるいは慢性的にストレスを感じている場合、感情を無くしたりあるいは他の自然な行動を発露する機会が無いことに対応するために、常同行動を起こす。(Pethrick and Rushden, 1997; Gregory, 2004; WSPA, 2005; Maple and Perdue, 2013)  しかし過去の験から生じた行動の発露が現在まで残っている可能性もあり、現在の管理や環境状態の影響がその福祉に反映されていない可能性もある。(Swaisgood and Shepherdson, 2005; DEFRA, 2008; Rees, 2011; Maple and Perdue, 2013)  飼育下の野生動物によく見られる常同行動は、フェンスに沿って行き来する、頭を振る、身体を揺らすなどを含む。フェンスに沿っての行き来は、例えばスペースが十分ではないことや自然な環境が不足している、逃げることが不可能な閉鎖的環境、（本来、動物が持っている）動き回る行動の発露あるいは同種の他の個体からの脅威の結果である。 (Gregory, 2004)

常同行動は恐らく種特有の特徴を持っているが、そのいかなる行動の発露も貧困な福祉状態を示唆するものである。常同行動はまた、反復行動や異常な行動の結果、肉体的な負傷や害を引き起こす可能性がある。例えば展示飼養舎の境界から繰り返し逃げようとすることにより生じる、慢性的な皮膚疾患などである。 (DEFRA 2008; Morgan pers obs) 常同行動が飼育下にない野生動物において観察されることは、ほとんど無い。(Rees, 2011) しかし、複雑な環境内で好みを示す機会と選択肢を与えること、また多様な行動を発露させることは、病的な行動の発達を軽減させることに役立つだろう。
エンリッチメント・プログラム
環境エンリッチメントは重要な管理技術であり、さまざまな種において正常な行動の発露を手助けし、常同行動や異常行動の発達を軽減することに役立つ。 (Carrasco et al, 2009) また動物に、環境に対してある程度の選択権を与え、好みの資源を提供する。環境エンリッチメントは、種特有の自然な行動、動き、運動、探索の機会を増加し、これらを行うことを促す刺激的で複雑な環境を作り出す設備と飼養手段、技術の利用に関わるダイナミックな過程であり、結果として精神的なまた肉体的な状態および最終的には動物福祉を向上させる。  
環境エンリッチメント・プログラムを履行する前に、飼育員と管理責任者との間で適切な議論が行われるべきである。エンリッチメント・プログラムは展示飼養舎の全体的な構造デザインを利用する可能性もあり、その設備とさまざまな管理の履行において、新奇で刺激的な経験を提供し、採食行動、運動、休息、睡眠といった自然な行動の発露を促す。例えば、展示飼養舎のデザインはプール、成長した樹木、適切な植生、岩、地面の覆い、多様な景色など自然な環境を模した構造の提供と合体したものであるべきであり、探索行動、自然な行動の発露と動きを発揮する機会を提供するために、収容されている種特有のものでなければならない。展示飼養舎の設備は種にとって適切であり、枝、丸太、丸太を積み上げたもの、巣箱、休息するためのプラットフォーム、段ボール箱、登れる遊具など多様なもので構成される必要がある。こうしたものが全て、運動、巣作り、木登り、採食、遊びや探索といった自然な行動を促すことに役立つだろう。陸生、水生双方の環境を必要とする動物にプールが提供される場合には、適切な出口が備えられ、プールから動物が容易に出入りできるようにしなければならない。 (NAWAC, 2005) その際には、同種の他の個体から妨害されないようにする必要がある。
環境上の安全:
展示飼養舎内の障壁は、プライバシーを提供するのみならず社会的な群れにいる個々の動物に他の個体との闘争から逸走あるいは身を避ける機会を提供する。 (Swaisgood and Shepherdson, 2005) 展示飼養舎のデザインには、潜在的な運動の機会を最大限化し、刺激的な環境と共に種にふさわしい同種の個体からの避難を提供する機会を提供するために、垂直方向のスペースの有効な利用が考慮されなければならない。 (Swaisgood and Shepherdson, 2005; Caws et al 2008) 例えば適切な垂直スペースは、樹上性の霊長類が食べ物を取得したり、探索、巣づくり、睡眠をとるために重要であり、同種の個体からの攻撃的な相互作用から逃げることを可能にもする。 (Maple and Perdue, 2013) 樹上性の霊長類は、警告を受けると垂直方向に跳びあがって反応し、樹を登るなどするが、これは 適切で十分な垂直方向のスペースの提供という基本的な要求事項を強調するものである。 (Caws et al, 2008)  
動物の社会的な環境あるいは社会的な群れもまた、個々の動物の福祉に影響を与える。複雑な社会的群れは、霊長類やゾウといった本来社会的な種にとって重要であり、適切な社会的刺激、エンリッチメント、コンパニオンシップを提供し得る。 (Rees, 2011; Maple and Perdue, 2013)  通常、社会的な群れで暮らす動物にとって、同種の個体からの長期に渡る孤立は、動物福祉に有害な影響を与える。例えば、家族や群れで暮らす動物は、肯定的な精神状態が与えられている。同種の個体との社会的な接触から安定を得るのであり、従ってこの社会的な接触の除去は、否定的な状態、結果として福祉の低下を導く可能性がある。(Gregory, 2004) 慢性的な社会的孤立あるいは適切な社会的パートナーの欠如もまた、常同行動を発達させるリスクを増加させる。しかし、社会的な孤立は種ごとに考慮されるべきものである。というのも、動物の中には生活の一部を単独で過ごすものもいるからである。(Gregory, 2004)　単独性の動物であっても、一雄一雌制を取る動物同様に 適切な社会的複雑さを必要とする。(Maple and Perdue, 2013)  

種にとって適切な社会的環境は、福祉に肯定的な影響を与えるにもかかわらず、特に展示飼養舎が支配的な群れのメンバーからの行動から身を避けたり逃げたりする機会を制限する場合、社会的な群れは劣位に置かれた個々の動物にとって否定的な機会を与える可能性がある。 (Laule, 2003) 社会的な群れのサイズと構成は、種にとって適切でなければならない。群れの構成要素が不適切な場合、個体間の攻撃は増加する可能性がある。(DEFRA, 2008) また群れの個体の一時的な除去や群れへの新生児の導入などを通じて、既存の群れ構成に変化が及ぶと、闘争が引き起こされる可能性がある。(Kohn, 1994) さらに社会的な環境下における突然の変化から生じるストレスが、ある種の飼育下における野生動物に動脈硬化症（心臓病）を引き起こさせることが記録されてきた。 (Gregory, 2004) これは、動物の健康と福祉に否定的な影響を与える。従って、動物の群れにおける攻撃的な相互作用の行動、深刻さ、頻度と長さは社会的な群れの個々の動物の福祉を守るために監督され、適切な行動が必要時に行われるべきである。   
環境上のチャレンジと新奇な（エンリッチメント）用品:
環境上の複雑性が増すほど、発露する自然な行動におけるより広い多様性の潜在性も増し、結果として動物にとって行動上の選択肢が広がり、これによって動物が環境をコントロールする程度が増し得る。(Maple and Perdue, 2013) この結果、福祉が向上する。肉体的な関与を要求する種特有の問題解決型アイテム、パズル・フィーダーその他の物品は、意思決定を促し環境上のエンリッチメントを提供し探索行動を増やす。(Laule, 2003; Swaisgood and Shepherdson, 2005)  
しかし、ぶらんこ、段ボール箱や他のおもちゃといった種にとって適切な設備の利用は、多様性と環境における変化を維持するために適切に循環させる必要がある。この際、物品へ馴化させるための適切な時間が考慮される必要がある。そうすることで物品を除去された動物が体験するストレスを最小限化することが可能となる。(Fairhurst et al, 2011). エンリッチメント構造、設備、技術の利用は、飼育員により定期的に記録され、監督されなければならない。そうすることにより、その種と個々の動物に継続的に利用される新奇な物品を査定し、その利用が彼らの福祉を利することになる。 (PAAZAB, 2010; Rees, 2011)  
適切に栄養のある餌を与える方法もまた、エンリッチメント・プログラムの一環とされなければならない。というのも、多くの種が環境を探索するように強く動機づけられ、野生下では彼らは日常の大部分を採食行動に費やすからである。つまり、動物の種特有の自然な採食行動上のニーズ、動機を満足させ、行動を促す多様な適切な方法で給餌することは福祉の低下を防ぐ。また動物が栄養上、必要とするものが確実に満たされるようにすることが重要である。種の中には、例えば餌をまき散らすことで採食行動の機会を与えることが可能であり、また運動の機会をも増加させる。一方で、適切な植生を与えることは、草や若葉を食べる動物にとって重要である。しかし、食べ物がエンリッチメント・プログラムの一部として利用される際には、社会的な群れのダイナミクスが考慮されなければならない。 例えば、支配的な動物が食べ物を支配するexert を可能にする給餌方法が利用される際には、被支配下にある 動物は結果としてその後、負の経験に苦しむだろう。(Rees, 2011).  
飼育下の野生動物に心理的なエンリッチメントを与えるもう１つの管理技術は、陽性強化訓練中の動物と飼育員間の相互作用である。(Laule, 2003; Swaisgood and Shepherdson 2005)  
環境上の複雑性:
適切な設備とエンリッチメント・プログラムは、動物の生涯と発達の全ての段階において行動上、心理上必要とするものを彼らに与えなければならない。(NAWAC, 2005) 種にとって適切な環境エンリッチメント・プログラムは、飼育下の野生動物の福祉を守るために必須な、環境上の刺激と行動上の多様性の最高レベルを達成させるために必須である。適切な環境エンリッチメントは従って、自然な種特有の行動、動き、運動の範囲と多様性を増加させること、つまりスペースの質を高めることによりスペースを積極的に最大限利用すること、また探索と複雑で多様的な環境との相互作用により精神的な刺激を増加させ、学習の機会を提供する、環境上の要素に対する制御力を増強するなど、最終的に異常行動の発生を減少させ得ることを通じて、全て飼育下の動物の福祉を向上させ得る。
飼育下の動物が置かれている環境の複雑性の欠如から生じる知覚的な刺激の不足は、不適切な光景や匂い、音などと同様に福祉に否定的な影響を与える可能性がある。 (Swaisgood 2007, cited in Maple and Perdue, 2013, p29) 例えば、不適切な匂いが消毒、清掃中に清掃製品から生じる可能性がある。 (Swaisgood 2007, cited in Maple and Perdue, 2013, p29)　不適切な匂いは適切な通気によって減少され得る。(Maple and Perdue, 2013)  不適切に大きな騒音もまた、動物福祉の低下を招く。つまり、混雑時の騒音や展示飼養舎のある建物内の金属音はゾウの福祉に否定的な影響を与える。(Maple and Perdue, 2013)　一方、イルカ展示施設内でショーや飼育環境から生じる大音量の音楽と結びついた不適切な機械音（ポンプやフィルターなど）は、鯨類に否定的な影響を与える可能性がある。(WDCS, 2011) 否定的な状態を生じさせる不適切な光景もまた、避けるべきである。種の中には、近隣の展示飼養舎に他の動物が飼養されている場合、苦痛を感じるものもいる。例えば、近隣の展示飼養舎に他のトラが飼養されているのを目にすることは、トラの福祉に否定的な影響を与え、結果として常同行動を増加させる可能性がある。 (Miller et al, 2008)  
しかし、自然な音や食べることができる植物などの適切な音、光景、匂いの提供 (Laule, 2003)　は、動物にとって刺激的な知覚環境を作り、福祉に肯定的な影響を与える。適切な音と匂いのエンリッチメントがゴリラやゾウなどの飼育下に置かれた野生動物の福祉状態に寄与していることが観察されてきた。(Rees, 2011) 動物の環境における知覚情報が確実に持続するようにすることは、環境の複雑性を増加させることに加え、福祉の向上に役立ちうる。
適切な光を提供することもまた、ある種にとっては自然な行動を発露するにあたり重要である。例えば、夜行性の種は日中の活動が求められる場合、適切な逆型の光を展示飼養舎に提供されるべきである。(WSPA 2005) これは、睡眠や行動を妨げないようにするためである。(NAWAC, 2005)  
複数の種の展示:

複数の種の展示は、複雑な相互作用を増加させることにより動物にとって刺激的な環境を作るが、例えば異なる種間の攻撃的な相互作用や餌をめぐっての闘争など潜在的な否定的影響もある。(Rees, 2011) 従って、十分な種特有のスペースと１つの種が他の種より逃げることが可能な機会を与えることによって、こうした種の間で起き得る衝突リスクを軽減することが重要である。種ごとのテリトリー行動もまた考慮されなければならない。それに応じて、異なる種の個体間での相互作用は定期的に監督、査定され、動物福祉を損なう結果となる攻撃的な闘争が起きた場合には、種を引き離す適切な行動がとられなければならない。(PAAZAB, 2001)  種を混在させた展示が作られる前には、動物福祉が損なわれないように、管理責任者により適切な見直しを付随した完全な調査が行われなければならない。
	必要事項

	飼養舎のデザインは以下を提供するものでなければならない。
a) 安全: 隔離や避難 （例：デン、高台の休息場 、十分に快適な飼養舎のスペース、隠れ場 、あるいは適切な巣材で作られた巣）用のエリアは動物が来園者からの閲覧から、あるいは同種の動物の注意から逃れるために重要である。野生下において社会的な動物は、相性の合う同種の動物といることで 安心することができる。
複雑さ: 正常な行動を促し、運動や行動の多様性、刺激を増加させるために、適切に複雑な環境が提供されるべきである。例えば, 鳥の中には十分な数の快適な止まり木にアクセスすることや飛翔のための十分なスペースを必要とするものがいる。動物の光周期に対する自然な行動の発露を可能にするべきである。
b)チャレンジ: 環境における選択が提供される必要がある。環境プログラムは意思決定を促し彼らの好む環境状態を選択する、環境と日々の生活をよりコントロールすることを可能にするために使用されるべきである。
c)新奇さ: 安全で多様な環境が提供されるべきである。（例として飼養舎の遊具のローテーション、エンリッチメント用道具、飼育管理レジームなど）。だが、環境の変化と飼養ルーティンのバランスは、動物のストレスを避けるために適切なものである必要がある。


	適切な環境エンリッチメント・プログラムが、施設で飼育されている全ての種のために開発され設定されなければならない。  
環境エンリッチメント・プログラムを実行する前に、適切に研究し計画を立てる必要がある。開始後は、記録され査定されなければならない。

プログラムにおける改善や変更が必要に応じて行われる必要がある。


動物の訓練
訓練は自然な行動を促すことに基礎を置き、そのために行われるべきである。全ての訓練技術は、動物福祉を守るために完全に研究され定期的に査定されなければならない。また、当該動物に対して害を及ぼすようなものであってはならない。つまり、飼育下の野生動物の訓練は、詳細で適切な研究の後にのみ行われる必要がある。(Parry Jones, 1989) そして、動物福祉の向上という最終目的を持った協議が必要である。動物の自然な行動における多くの側面を発露する機会を与えることは、基本的な肉体上、心理上の要求事項である。適切な訓練は環境を豊かにし、彼らの知力と肉体的な能力を反映させるために運動と精神上の刺激を誘導することにより、また彼らの周囲と環境にある程度の制御力を持つ機会を与えることにより、心理上、求められるニーズに対応することが可能である。 (Scott, 1989; UFAW, 1990; PAAZAB, 2010) 適切な訓練はまた、飼育下の野生動物のケアにおいて必要である飼養、健康管理方策を行うにあたり重要である。 (Kirkwood et al, 1989; BIAZA, 2012)  

訓練は、飼育下の野生動物のストレスを軽減することや環境エンリッチメントに役立つ。動物の訓練は、獣医療検査や生体検などの管理作業を肉体上、または医薬品を利用しての拘束を行うことなしに行うことを可能にし、従ってリラックスした検査をすることおよびこの過程で動物が経験するストレスを軽減することもまた、取り扱いの安全性を向上させる。(Kirkwood et al, 1989; Kohn, 1994; O’Brien, 2008; Maple and Perdue, 2013)  陽性強化訓練法は、多様な種が検査のために身体のさまざまな部分を見せることに成功してきた。 (Maple and Perdue, 2013)　定期的な獣医療作業と共に、訓練もまた動物の健康と福祉の向上に役立つ。 

動物の福祉は、訓練期間中とプログラムの開発中、常に最も考慮されるべきことである。(Parry Jones, 1989) 未熟な訓練、取り扱い方法は、動物の福祉を損なう。訓練中の肉体的な罰の利用は、結果として攻撃といった望ましくない行動を発達させたり、不安を増幅させたりする。(Waran et al 2002; Kane et al 2005) また、個々の動物にとって有害であり、動物福祉に否定的な影響を与える。動物の肉体上、行動上の健康、発達、心理的な福祉あるいは福祉を損なうような訓練技術、方法は利用されるべきではない。 (CAZA, 2008e; DAFF, 2009)  
動物の訓練は陽性強化訓練法を使用しなければならない。陽性強化訓練法の使用は、動物に彼らが楽しむもの、例えば餌などを望ましい行動を取った際に褒賞として与えることである。動物に環境に対するより多くの選択肢や制御する機会を与える陽性強化訓練中は、動物の自発的な協力、加えて動物の心理的な刺激が増加し得る。(Laule, 2003)  
忍耐、平静、親切さと褒賞の利用が、人道的で効果的な成功する訓練の重要な原則である。(UFAW, 1990; Waran et al, 2002; DLGRD, 2003) また、動物とトレーナーの間には、積極的で友好的な関係の発達がなければならない。(UFAW, 1990) トレーナーは動物に敬意を払う必要があり、種の自然な行動と生態に関して良く理解し、訓練中は動物を個体として見なさなければならない。そうすることにより、個体の進歩を効果的に監視することが可能となる。職員は許容範囲の動物訓練を行える能力を備え、許容された訓練技術に関して定期的な教授を受ける必要がある。(Kohn, 1994; PAAZAB, 2010)  
飼育員と動物の関係性は、展示飼養舎内へのよりはむしろ障壁超しでの関与により良くなる可能性がある。 (Carlstead, 2009) これは、 陽性強化訓練法による訓練により飼育下の野生動物のストレスを軽減するという福祉上の利点を強化する。ゾウなどの飼育下の野生種の管理においては、陽性強化訓練の重要性が特に強調される。(Maple and Perdue, 2013) 防護下飼育(Protected contact) は陽性強化訓練法を使用したゾウの管理方法の１つであり、行動を馴化させ飼養環境下のゾウの自発的な協力を得るための原則的な技術である。つまり、飼育員と動物が適切な障壁で隔離されることで、ゾウと飼育員の間に積極的で友好的な協働関係が発達し、成功の鍵となる。  
訓練の前に全ての訓練方法、プログラム、教授は文書化され、管理責任者により認可されなければならない。また動物福祉を守るために定期的に査定される必要がある。適切な倫理上の見直しも行われる必要がある。訓練に関する方針は訓練についての考え方を詳述し、全ての動物の訓練プログラムの申請は条例を遵守し定期的に見直しされなければならない。動物訓練プログラムの目的、目標、方法に関する詳細および実際の様子と過程を記載した適切な記録が取られる必要がある。 (EAAM, 2009; PAAZAB, 2010)  訓練された動物とこれらのデモンストレーションは教育的な話を組み込み、責任を持って来園者に動物の自然な行動の理解を促し、常に当該個体にとって肯定的な経験でなければならない。動物のデモンストレーションや来園者への展示は、動物の健康を損ねるもの、あるいは当該動物にとって否定的な精神上の経験であってはならない。 (NAWAC, 2005)  
	必要事項

	訓練は動物にいかなる痛み、傷、苦痛も生じさせてはならない。



	訓練は 正の強化テクニックを使用するべきである。 


	負の強化と罰を伴うテクニックが訓練の基礎を形成してはならず、避けなければならない。



	意図的に負傷や痛みを伴う罰を動物に与えることは許容されるべきではなく、行われてはならない。



	訓練エリア、設備と装置は適切で良い状態に維持される必要がある。


	訓練テクニックは種と個体にとって適切である必要があり、個体間に生じる肉体的および精神的な能力の差異を考慮しなければならない。


	訓練セッションの期間は個体の反応や状況に適応させなければならない。また、過剰な訓練を受けさせてはならない。


	動物の訓練に関わる職員は経験を積み許容範囲の訓練テクニックを実行する能力を持たなければならない。


	訓練技術は適応に研究され、全ての訓練方法と目的は文書化され、実行に移される前に管理部門によって承認されなければならない。また、記録され査定される必要がある。

	適切で倫理的な見直しの手順が設定され、動物の訓練や展示行為の検査に使用されなければならない。

	不適切で非倫理的な行為は、特定され即時中止されなければならない。


	勧告

	適切な障壁は、正の強化訓練中の動物と飼育員間の関係の質を高め、訓練プログラムにある動物に自発的な参加と協力を促し、動物に環境に対するより多くの選択を与える。


	動物の訓練に従事する職員は、施設の管理部門によりその能力に関して定期的に査定される必要がある。


	動物の訓練と展示に関連する全ての側面に関する正確な記録が保持され、身体的あるいは行動上の問題がないように定期的に見直される必要がある。


動物との接触
タッチ・プール、歩いてめぐる展示飼養舎、実際に動物と触れるレッスンなどにおける来園者と生体の接触は、情報を含んだ教育的な経験となり得るが、動物の福祉が常に考慮され、肯定的な福祉が最も重要視されなければならない。一般の人々とスタッフの安全も決して損なわれてはならない。飼育下の野生動物との接触が生じる全ての状況下において、来園者に対して動物の自然な行動、動物の生態、保全に関する教育に焦点が当てられなければならない。また、動物福祉が来園者の健康と安全と共に常に適切に保護されるように、いかなる接触も厳密に規定され制御されなければならない。
歩いてめぐる展示飼養舎は、鳥、コウモリ、キツネザル、マーモセット、蝶々、トカゲなど多くの種が関係し一方、車でめぐる展示場はサファリパークの一構成部分である。これらの展示場内の動物福祉を守るために、来園者が決められた歩道や道路を使用し、餌を与えず触れたり邪魔しない必要性を理解することが重要である。車で移動する展示場では、常に安全な車内にとどまるといった追加的な厳しい安全方策が履行される必要がある。(EAZA, 2008) また、車でめぐる展示場に関する特定の条例を遵守しなければならない。子供のための触れ合い動物園あるいはふれあい場は、家畜を主に展示し、来園者が展示場に入り動物に触ったり施設により許可された餌を与えることが許可される。動物の健康を守るために、施設により提供された適切な餌のみが、触れ合い場内の（餌を食べることを）許可された動物に与えられるべきであり、来園者は動物が接触した食べ物を口にしてはならない。歩いてめぐる展示場と車でめぐる展示場、触れ合いエリアは、動物の逸走を防ぐために適切な障壁と二重扉の出入り口を備えたデザインでなければならない。車で動物園や水族館内を走ったり、泳いで園内をめぐる経験は、来園者が飼育下の野生動物と接触する状況である。車の運転が行われる場所では、全ての施設において標準的な運転方法、ダイバーとしての行為、リスク査定など詳細にわたる運転マニュアルが、動物福祉がその根本的な要素である状態で保持されなければならない。(DEFRA, 2008)  

来園者が歩いてめぐる展示場、泳いだり車でめぐる展示場、あるいはタッチ・プールや触れ合い教育、触れ合いエリア、パドックなどで放飼されている動物と遭遇する場合は、動物と来園者の健康、安全、福祉を確実に保証するために、常に適切な数の職員（数は施設により決定される）がその場にいることが必要である。適切なスタッフによる監督、適切に経験を積んだ有能な職員のレベルが、動物種を考慮した場合、動物との接触がある全ての状況下において動物福祉を守るために必須である。(NAWAC, 2005; PAAZAB, 2010; BIAZA, 2012a) 展示飼養舎内に許可されない来園者がいた場合には、適切な文書化された緊急プロトコールが履行されなければならない。(SEE MISCELLANEOUS - ESCAPES)

動物と接触する状況下にある全てのスタッフは、動物の取り扱いにおいて適切に訓練を受けるべきであり、不健康や負傷、病気や福祉の低下を示唆する行動の兆候を認識しなければならない。いかなる異常行動あるいは不健康の兆候も速やかに適切に報告されなければならない。接触下にある動物の健康や福祉が低下している場合には、接触は即時、中止されるべきである。来園者と接触している動物は適切な訓練を受けている、あるいはこうした相互作用に慣れている必要があり、経験を積んだ飼育員の直接の制御下に置かれなければならない。展示飼養舎から来園者の触れ合いのために許可された動物が連れ出される場合は、通常とは異なる環境下に置かれたりストレスを受けたりした時の動物の行動が予測しにくいものになるため、職員により（動物は）ケアされなければならない。また、常に有能な職員と共にいなければならない。(EAZA, 2008; PAAZAB, 2010) しかし、動物はその生存のために必須の環境や周囲から連れ出されてはならない。例えば、水環境に依拠している動物は、その環境から連れ出されてはならない。さもなければ、福祉の状態が低下する。全ての動物取り扱いは、動物福祉を念頭に置いて行う必要があり、動物に不必要な不快感、怖れあるいは負傷を生じさせてはならない。
職員は衛生管理の重要性について、また疾病のリスクを最小限化することの重要性について施設の衛生実施要綱に沿ってよく理解するように訓練されなければならない。動物との接触、あるいは動物に接触された物がある状況下での衛生管理が重要であり、適切な手洗い場が提供されなければならない。つまり、スタッフと来園者は、動物が感染症に暴露されることを防ぐために、また来園者と職員が人獣共通感染症に暴露するリスクを最小限度化するために、動物との接触の前後に手を洗う必要がある。手洗いは、特に無脊椎動物との接触下では必須である。例えばニコチンは多くの無脊椎動物にとって死亡要因となり、従って喫煙する人がこうした動物に接触する前に適切に手洗いをすることは極めて重要である。(BIAZA, 2012a) 車や水泳で施設内をめぐる経験の際には、ダイバーがタンクを泳ぐ合間に浴びる真水のシャワーなどにより別のタンクに飼養されている動物に病原菌が拡散しないよう、適切な方策が取られるべきである。(DEFRA, 2008) 

接触下にある全ての動物の個々の記録は、飼養、健康状態に関する詳細と共に保持されなければならない。これらはまた、来園者と接触した動物の死亡、行動、接触の頻度を含むものとする。(BIAZA, 2012a)  記録は、動物福祉に接触が与える影響を監督することを可能にし、問題とその後のそれを正す方策の履行を可能にする。接触下にあった動物と接触経験のある来園者の死亡率は、検死と適切なスクリーニング検査によって調査されなければならない。(PAAZAB, 2010)  

動物と来園者間の接触は、時間制限を設定した上で監督されなければならない。 新生児と繁殖用の動物は触れ合いに使用してはならない。(BIAZA, 2012a)  触れ合いに使用する動物には、来園者との直接の接触から遠ざけて休憩する十分な時間を与える必要がある。これは、接触に使用する個体を適切に順繰りにして、その頻度を確実に適切なものにすることで促されるだろう。 (BIAZA, 2012a) 全ての歩いてめぐる展示場、タッチ・プール、触れ合いパドック、子供用の触れ合いエリアは適切なサイズを持ち、動物が来園者から逃れることができる避難場所を備えている必要がある。タッチ・プールが直接の触れ合いを許可している場合は、有能なスタッフに継続的に監督され、動物のストレスを軽減するために適切に彼らの順番を回転させる必要がある。(PAAZAB, 2010)  動物の取り扱いをより安全にするために、痛みを伴う方法、例えば抜歯、かぎ爪や針の除去は許容、実行されてはならない。(PAAZAB, 2010; BIAZA, 2012a)  
動物と来園者間の接触に関わる全ての出来事は、事前に文書化された上で管理責任者により許可され、定期的に見直しされなければならない。適切な倫理上の見直しも行われるべきである。  
来園者の影響:

動物との遭遇、接触が来園者にとって教育的な経験を与え得る一方で、通常の展示が飼育下の野生動物の福祉に与える影響も考慮されなければならない。来園者向けの展示は、ある動物にとっては積極的なまた豊かな経験を生じさせ得る。 (PAAZAB, 2010; Maple and Perdue, 2013)　しかし、展示飼養舎の周囲の来園者の存在は、 霊長類などのある種の飼育下に置かれた野生動物にとってはその行動と福祉に有害な影響を与える。 (Carrasco et al, 2009; Rees 2011)  展示飼養舎への来園者の数がピークに達する時、チンパンジーや他の霊長類の群れのダイナミクスに支障を与え、攻撃的な接触の増加が観察されることがこれまで記録されてきた。(Carrasco et al, 2009) 飼育下の霊長類の管理に陽性強化訓練と体系化されていない遊びのセッションを結び付けても、動物福祉と群れのダイナミクスを向上させることに役立ち、来園者がいる際に観察される否定的な行動の減少が結果として生じ得る。(Carrasco et al, 2009) 広い展示飼養舎は、来園者による動物園動物の行動への有害な影響を軽減し、動物と来園者間の距離が増加することにより、突然現れる来園者による支障を少なくすることに役立つことが示唆されてきた。(Forthman 1998, cited in Maple and Perdue, 2013, p155)  さらに、来園者の存在により特に支障を受ける動物にとっては、来園者の視線にさらされることやそれに伴う否定的な影響が軽減され得る。obscuring view point windows （カモフラージュ用のネットなど）や展示飼養舎内に来園者の視線から避難、隔離できる適切な場所を十分に設けること、展示飼養舎をperimeters (Rees, 2011)　することが挙げられる。展示飼養舎の全体的なデザインは、来園者の存在が動物に与える否定的な影響を最小限化することを考慮にいれなければならない。例えば、来園者用ののぞき窓の高さを低くすることは、来園者がいる際に、樹上性霊長類の攻撃的な行動を軽減する可能性がある。 (Chamove et al, 1988)

	必要事項

	動物にとって中立的なあるいは積極的な利益が生じる接触のみが許可されるべきである。動物福祉が定期的に査定されるべきである。

	異常な要求が動物に対して行われてはならない。（継続的な触れ合いなど）動物はまた、福祉を損なう形態で展示されてはならない。  

接触の経験と関連する騒音は、動物を苦しめるものであってはならず、来園者が動物を怒らせたり心配させたりすることを防ぐ適切な方策が取られなければならない。

	接触する動物は適切な訓練を受け、相互作用に慣れ、常に経験を積んだ有能な飼育員により監督され直接、制御されなければならない。接触は、個々の動物の肉体的、精神的能力を考慮し、それらに適応しなければならない。

	動物の接触は、常に厳しく制御され、管理者により監督されなければならない。訓練を受け、知識を備え、適切に経験を積んだ有能な職員が常に接触の現場にいるべきである。

	負傷、不健康、異常行動が観察された場合には、速やかに報告され、当該動物は接触されるべきではなく、あるいは接触自体が即時中止されるべきである。

	取り扱いを安全にするための動物の不具化は許可されてはならず、実行されてはならない。

	動物の接触に関わる全ての状況は記録され、実行の前に管理責任者により許可され、定期的に監督、見直し、査定されなければならない。
来園者との接触用の動物の利用に関する文書化された方針が策定され、適切で定期的な倫理査定が行われるようにしなければならない。

	動物の接触が行われる際には、病気の感染を防ぐための適切な方策が取られるべきである。
職員や来園者は、動物との接触の前後に適切に手洗いをしなければならない。

	来園者は施設に許可を与えられない限り、動物に餌を与えてはならない。許可されていない食べ物は決して動物に与えられてはならない。

	適切な法律が、動物、来園者、スタッフの健康と安全を確保するために遵守されなければならない。

	リハビリテーションを受ける予定の動物は、接触に使用されてはならない。


	勧告

	来園者と動物が直接接触を行う全ての状況は、定期的なリスク査定の対象とされなければならない。噛みつきやひっかきなどを含む全ての事故が、日時、当該動物などの詳細にわたり適切に記録されなければならない。

	異なるタンク内を潜る場合、その合間に浴びる真水のシャワーは、病原菌が拡散するリスクを最小限化する。


精神的な要素
精神上の健康と福祉は、個々の動物が生態上また肉体上求めているものと関連し、（4つの肉体的な分野で言及されているように）これら全てのニーズが満たされた際に達成される。また、肯定的な福祉状態は個体の心理上のあるいは精神上のニーズ（5番目の分野）が肉体上のそれと共に対応された時に達成される。(Green and Mellor, 2011; Mellor 2013; Portas 2013) しかし、動物は感受性や異なる認知能力により、さまざまな範囲で感情、精神的な状態を経験する。そして、動物はその感受性－幸福といった肯定的な状態、痛みや恐れといった否定的な状態まで経験する能力－において多様であるばかりでなく、感受性を持つ動物はその時々に異なる感情を経験する。加えて、同種においても個体によって性格や行動は異なり、結果として個々の動物が飼育環境の側面に対して異なる反応を示し得る。(Horvath et al, 2013). 従って、飼育下の野生動物の管理、つまり彼らの心理上のニーズと要求事項をどのようにすれば最も確実に満たすことができるのかを考慮する際には、種ごとに異なる認知能力と感受性、加えて個体で異なる特性を考慮することが重要であり、これらの考慮が動物の生涯を通じて払われなければならない。
分野5: 精神状態
個体の精神状態は恐らく肉体上、生態上の健康、経験する衝撃－それが肯定的なものであれ、否定的なものであれ－外部環境が与える刺激からの認知的フィードバックと共によって決定される。(Green and Mellor, 2011; Mellor, 2013)　そしてこれが結果として、動物の全体的な福祉状態に影響を与える。苦痛は、不快な精神状態に関する用語であり、幅広いレベルの認知力が精神的な苦痛には必要である。(Gregory, 2004)　感受性も同様である。これを念頭に置いて動物の認知能力を考慮すれば、苦痛や福祉の貧困な状態を導く痛み、焦燥感、退屈、苦悶、孤独など広範囲にわたる否定的な精神状態が存在し得る。(Gregory, 2004) 痛みは過密状態、不適切な社会的群れ、怖れなどと同様に攻撃性を生じさせる可能性がある。長引く極度の痛み、あるいは怖れやストレスは個々の動物の福祉に否定的な影響を与える。  
痛みは、損傷や苦しみから身体を守る知覚のインプットである。しかし、肉体的な痛みは不快な衝撃であり苦痛を導く。(Gregory, 2004). 痛みを示唆する行動の範囲を認識する能力と年齢の異なる動物が痛みをそれぞれ異なる行動で発露するという事実に関する知識は、痛みの軽減を適切に行うために動物管理と飼養において基本的なものである。 トラウマと負傷は、多様な理由によって生じ得る。例えば、異常な自傷行為や同種の他の個体との攻撃的な衝突、維持管理が不十分な床、地面などから受ける損傷、あるいは移送中の不適切な取り扱いなどからさまざまなタイプのトラウマや負傷が多様な痛みの経験を生じさせる。加えて、病気は重大な苦痛の原因である。(Gregory, 2004) また、病に侵された部位に痛みは頻繁に生じる。病気によって体験する苦痛の程度は、特定の病気の特質に依る。つまり、病気は さまざまな負の体験を生じさせることにより、動物の精神状態に否定的な影響を与え得るが、これは呼吸困難、極度の疲労、吐き気、痛みといった病気のタイプによる。(Mellor, 2013)　そして、結果として貧困な動物福祉をもたらす。ゆえに不快な衝撃を最小限化し、結果として福祉を守るために、病気や負傷に対する速やかな発見と治療を通じて健康を確実にするための適切な方策が講じられるべきである。
しかし動物はまた、安定、楽しさ、落ち着き、満足といった肉体的な良い健康状態と環境、他の動物、同種の他の個体との相互作用から結果として生じる正の感情も体験する。(Mellor, 2011; Mellor, 2013)
肯定的な福祉状態は、恐らく飼育下の野生動物が確実に肉体上、生態上、必要とするものが満たされるような状況や環境状態が提供されることによって達成される。この達成は、肯定的な心理上の福祉を促し、不快なまたは負の体験を防ぐ。従って動物の生涯を通じて苦痛を避け、最小限化する管理に関わるものである。例えば、特定の動物と種の年齢にふさわしい社会的な群れ形成は、彼らに遊ぶ機会や仲間、安心感を与える。しかし、社会的な群れにおける特定の状況が最上のものではない場合、例えば過密状態であったり雌雄の割合が不自然であったりする場合には、個々の動物は結果として有害な心理状態をもたらす苦痛を経験する可能性がある。負の感情が深刻であったり長引いたりする場合、またその環境が原因でそれらから逃げたり避けたりすることが不可能な場合、福祉は低下する。(DEFRA, 2008)

加えて、より複雑で刺激的な環境を提供する環境エンリッチメント技術の利用は、焦燥感や退屈を感じることを防ぐ一助となり得る。(Duncan, 2004) また環境の質は、ストレスを軽減する重要な要素である。 (Tribe, 2008; Rees, 2011) 探索行動、採食行動、遊びなどさまざまな自然な行動の発露の増加は、適切に刺激的で多様な環境と関連しており、肯定的な精神状態を促進し、最終的に動物の福祉状態を向上させる。  個々の動物に、環境内で選択肢と意思決定を行う能力を与えることもまた、肯定的かつ感情的な 状態を作り出すために重要である。  
結果として、飼育下の野生動物の飼養管理における中心的な機能は、肯定的な経験を促進し、ストレスと否定的な経験を最小限化させ、自然な行動の発露と環境に対して選択する機会を与えることでなければならない。動物にとって肯定的で快適な経験を促進することもまた、避けられない負の経験を相殺する(Duncan, 2004)
福祉査定:

前述のように「５つの分野」の概念は、一般的な動物福祉の査定に有効なテンプレートを与え、動物が経験し得る多様な精神状態と関連する動物福祉の心理上、行動上の指針を考慮する際の必要事項に対応する。 (Mellor, 2013; Portas, 2013)  しかし、動物福祉の査定と個々の感情的な状態あるいは心理上の健康は直接、査定されることが不可能であることから、困難を伴う。動物の感情状態の査定は、肯定あるいは否定的な経験、衝撃を示唆する肉体的な状態と行動の観察により間接的に行われる。(Gregory, 2004) 経験を積んだ観察と種特有の行動の解釈が要求される。従って、動物福祉の査定は、動物を基礎とした方策と資源を基礎とした方策の見直しに関与する。個体の福祉状態への指針を提供する動物を基礎とした方策は、動物福祉を理解し、最終的にはそれを達成するために重要であり、従って適切な栄養、シェルターなど４つの肉体的な分野（栄養、健康、環境、行動）で叙述した動物の環境の査定に関わる資源を基礎とした方策に加えて、飼育下の野生動物の福祉を考慮する際に考慮されなければならない。 
動物を基盤にする方策は、一般的に行動上の方策、心理上の方策、健康査定（負傷の発生、病気、死亡率）動物の群れあるいは数のデータ分析に関わるさまざまな査定技術に合体されるべきである。(Portas, 2013) しかし、これら４つの動物を基盤とした方策、査定技術は単独で考えられてはならない。というのも、それぞれは限界を持ち、２つ以上の査定方法が利用されることで、より信頼のできる動物福祉の状態が示されるからである。 (Portas, 2013)  例えば、ある個体が通常の方法では肉体的に健康であっても、心理上の隠れ場や巣作りへの基本的なニーズが満たされない場合、その精神状態と結果として福祉が貧困な場合がある。個体数のデータは個体の特定が困難な際に、動物の大きな群れの福祉を査定するにあたり有効である。
それぞれの動物がどのような行動を取るのか、発露される行動の長さを観察し、観察された行動を野生下の同種のそれと比較することが福祉の査定方法として利用されてきた。 (Kagan and Veasey, 2010)  個体の福祉における行動上の方策はまた、常同行動、忌避、過剰なグルーミング、自傷行為、極端に低い行動レベル、育児への消極的な参加あるいは極端な攻撃性といった異常な行動の観察も含む。(Draper and Harris, 2012) しかし、育児への消極的な参加は多様な理由によって生じる。例えば、母親のストレスと関連していたり、不健康の結果生じたりする可能性がある。(DEFRA, 2008) 
常同行動の発露は、否定的な福祉状態を示唆する。つまり、貧困な動物福祉の指標と見なされる。常同行動はさまざまな理由により発達するが、しばしば閉鎖的な環境とそれに関連して課せられる制御の結果、最上の状態ではない環境の提供、長期に及ぶ社会的孤立、ストレス、欲求不満が原因となる。(Pethrick and Rushden, 1997; Gregory, 2004; Maple and Perdue, 2013)  常同行動はまた、動物の繰り返される活動や異常行動の結果、肉体的な負傷や害を生じさせる。(SEE ENVIRONMENTAL ENRICHMENT AND STIMULATION) しかし、それらの発露は動物がその時点での環境と状況に適応するために必要な場合もある。(DEFRA, 2008; Tribe, 2008)　常同行動の発生が動物を基礎とする福祉方策に利用される場合には、常同行動が動物の過去の経験を反映している可能性もあることに注意しなければならない。従って、現時点での管理あるいは環境状態が福祉に与える影響を表していない場合もある。(Swaisgood and Shepherdson, 2005; DEFRA, 2008; Rees, 2011; Maple and Perdue, 2013)　常同行動が福祉査定方法として観察される場合には、動物福祉のより信頼できる指標を与えるために、他の福祉査定方法も観察と共に利用されるべきである。
心理的な方法は心拍数、ストレスホルモンの測定（コルチゾールなどの副腎皮質ホルモン）と体重の変化など肉体的な健康やストレスを図る他の生態的な方法を含む。  コルチゾールは、血液サンプル、唾液、排便、尿を通して測定され、他の生態上の  測定、例えば心拍数、コルチゾールレベルの変化などは特に負の経験に関連するわけではなく、正の経験を示唆する場合もあり、従ってサンプル摂取の際には特定の環境や状態と関連させて解釈する必要がある。(DEFRA, 2008; Kagan and Veasey, 2010)  体重の変化もまた、非常にさまざまな理由で生じる。季節、年齢、病気による変化が考えられ、従って１つの原因を動物福祉の信頼に足る査定として利用するべきではない。
全ての動物を基礎とする査定の解釈に際しては、観察時あるいはサンプル摂取時に動物が経験する環境上、管理上に関する特定の参考事項が注意深く考慮されるべきである。
	必要事項

	管理および飼養は動物にとっての不快、否定的な感情、経験（痛みや怖れなど）を最低限に抑える一方で、積極的な感情や経験（幸福感、安定感など）を促進する必要がある。 

	自然な行動の発露が促される必要がある。全ての種にとって重要な考慮されるべき自然な行動　は以下を含む

a) 採食行動
b) 排泄、排出行動
c)反発的で 攻撃的な行動
d) 性的なまたは繁殖行動
e) くつろぎ
f) 快適さを求める行動 
g) 探査行動
h) 擬態、群れ行動 
i)ケアを求める行動
j)ケアを与える行動
k) 遊び

	飼養舎は、動物に正常な運動と行動の発露を可能にする適切に複雑で多様性に富み精神的なチャレンジを促す環境内で、知覚に刺激を与えるものでなければならない。

	個々の動物に怖れや苦痛を生じさせる可能性のある否定的な経験は避けるか最小限に抑えなければならない。必要とされる際には、動物の取り扱いと抑制は必要かつ適切なケアと考慮のもとに行われなければならない。

a) 動物と来園者間で直接の接触が許可されている場合、適切に時間制限が設定され、監督され、動物の身体や精神的な健康に否定的な影響が与えられてはならない。

b) 通常、群れにいる社会的な動物がグループメイトから一時的に離される必要が生じた場合、その時間は群れに復帰するのに支障が出るものであってはならない。

c) 個体が苦痛の兆候を示した場合は、状況を正しその動物にとって良い影響を与える経験を促す手段が即時、取られる必要がある。

d)

	個体の不健康は、その動物にとって否定的な経験を最小限にするために速やかに対処されなければならない。例えば

a) 不健康、負傷、疾病などの兆候を示す動物は全て完全に調査され、速やかに必要かつ適切な獣医療、ケアを受ける必要がある。

b) 緊急事態には獣医師による諮問が即時に、緊急性の無い場合は最低24間以内に行われるべきである。

c) 飼育員は動物のいかなる不健康、トラウマ、痛みやストレスをも認識する能力を備えていなければならない。

d) 動物は経験を積んだ有能なスタッフに頻繁に定期的に観察され、いかなる健康上、行動における異常も速やかに適切に報告される必要がある。

e) 感染している動物が収容されていた飼養舎は、適切に清掃され再使用の前に消毒されなければならない。


その他
５つの分野の関連事項として、動物の健康と福祉を間接的に守ることに役立つ要素に寄与する重要な他の要素には、記録の保持、動物の逸走の防御、適切な管理下における動物の偶発的な逸走に関する文書化された事故対策が含まれる。
記録保持
正確かつ適切に文書化された記録の保持は良い動物飼養、ケアにおける重要な部分であり、動物園が記録を保持することは管轄区によっては法的に要求されている。 (Rees, 2011) http://www.dailymail.co.uk/wires/ap/article-3486433/Wild-mountain-lion-killed-Los-Angeles-Zoo-koala.html 記録は、情報を速やかに簡単に入手できるような方法で保持されなければならない。コンピュータ処理された記録は特に、国際種目録システムのような国際的な動物園動物のデータベースと簡単に合体される情報を含んでいる必要がある。(ISIS) しかしコンピュータ処理された記録は適切に安全にバックアップされなければならない。 .
健康、飼養、行動の観察に関する詳細な記録は、査定と型の監督を可能にし、一方で動物福祉の査定方法を提供する。(CAWC, 2003; DEFRA, 2008; CAWC 2009)　健康に関する記録は、日常の行動観察の記録と共に病気と観察される精神上の健康の傾向の解釈を誘導し、従って、一般的な福祉の指標として利用され得る。頭数の統計学上あるいは個体数のデータもまた、動物の実存する群れの査定に有益である。(DEFRA, 2008).  しかし、個々の動物福祉を考慮する際には、個体の観察と記録が  集約されて解釈されるべきである。社会的な群れの他の個体に関する記録と共に。つまり、 ある個体の行動を増すことは、群れの他の個体の福祉に負の影響を与える可能性がある。(Keeling et al, 2011, cited in Maple and Perdue, 2013, p38)
個体と特に群れ両方の健康と福祉の監督の誘導に加えて、記録もまた繁殖管理に役割を果たす。多くの施設 (動物園と水族館) は活発に飼育下での繁殖プログラムに参加しており、その目的が飼育下の種の遺伝多様性を維持することであるにせよ、あるいは再導入プログラムの一環であるにせよ、正確な記録は必須である。(Kohn, 1994)
正確な記録が保持されるためには、個体の特定が重要である。ある種の個体の特定は、を通じて生じ得る。distinctive natural markings on or appearance of the pelage, 一方で、適時、ほとんどの動物は適切なマーキング・システムの利用により、個別に印をつけることが可能である。(Beausoleil et al, 2004: Mellor et al, 2004). 動物への有害な影響が最小限化された印とマーキング・システムが利用されるべきである。(Beausoleil et al, 2004; Mellor et al, 2004). 個別のマイクロチップの埋め込みを利用した個体識別が適時、対象種に対して可能である。皮下、外部のマークあるいはマイクロチップなどを利用した永久的なマーキンが行われる際には、適切な設備を用い、衛生的な状況の下、訓練された能力のある職員によって行われる必要がある。(DEFRA, 2003). 異なる種の個体に対するマーキング・システムは、適切で動物への　　不快に容易に対応可能なものである必要があり、マーク自体が（例えばタグやマイクロチップ）長期にわたる害や苛立ちを生じさせてはならない。 (Mellor et al, 2004). 動物の健康と自然な行動がマーキングにより損なわれてはならないことが重要である。(Rees, 2011)
	必要事項

	施設で飼育している全ての個々の動物とその群れについての記録が保持され維持されなければならない。可能であれば、動物は長期にわたる害を与えず正常な行動に否定的な影響を与えないマーキング方法により個々に識別可能にするべきである。


	記録は情報にすばやく簡単にアクセスでき、安全な方法で保管される必要がある。
安全で長期にわたるアーカイブシステムが備わっている必要がある。

	記録は以下の情報を提供する必要がある。
a) 特定のレベルと科学名称による個体識別
b) 飼育下の繁殖個体か野生での繁殖個体か。両親の個体識別、判別可能であれば動物が以前に飼育されていた場所があればそれも記録されるべきである。  

c) 収集された日付とその詳細、由来、収集からの除去、誰に対してか 

d) 誕生あるいは孵化の日付あるいは予想される日付
e) 性別 （判別可能であれば） 

f) 刺青、フリーズブランド、タグ、リング、マイクロチップなど全ての特定のマーキング
g) 健康に関する記録と臨床データ。医療行為が行われた日付とその詳細、個体か群れ全体が医療行為を受けたかどうか 

h) 行動と 生活史に関するデータ
i)  個体とその群れの繁殖記録
j) 死亡日と全ての検死、実験調査の結果
k) 餌、日常の餌の摂取量と食事 

l) 逸走に関する詳細。動物あるいは人や施設に生じた損害や負傷、逸走の原因と再発防止のために取られた行為
m) 種に特定の追加情報が適応可能な地方自治体の法律に従って記載される必要がある。

	種にとって特定の環境要因の正確な記録が保持されなければならない。


	勧告

	個体の記録に加えて、施設の収集に加わった、あるいは外れた際の詳細を記載した
年間のスピーシーズ・ストックリストが保持されなければならない。


逸走
展示飼養舎から飼育下にある野生動物の逸走を防ぐことは、展示飼養舎内の個々の動物の健康と福祉を守るため、加えて職員、一般の人々の安全を確保し地域の生物多様性とエコシステムの実行可能性を守るために極めて重要である。展示飼養舎からの動物の逸走は、結果として人に対しての深刻な負傷や所有物に損害をもたらす可能性があるのみならず、逸走した動物自体が結果として深刻な負傷や害の対象となる可能性がある。従って、十分な考慮が安全と適切なデザイン、展示飼養舎の維持管理、施設周辺のフェンスに対して行われることが必須である。これらのバリアは、動物の逸走を防ぐ極めて重要な役割を担っており、従って両方とも安定し適切な高さ、強度、構造を持たなければならない。全ての動物の展示飼養舎への入り口は、逸走を防ぎ一般の人の許可されない入園を防ぐために安全でなければならない。
動物が逸走した場合の適切な実施要綱の開発は、定期的な見直しと共に必須である。実施要綱は、展示飼養舎に許可を持たない者が入った場合の方策もまた、記載されている必要がある。全てのスタッフは実施要綱に精通し、その履行方法と動物の逸走時には早急かつ適切な活動が必要であることを理解し、定期的に訓練と練習が必要である。特定の状況下においては、逸走した動物の人道的な捕殺が必要である。従って、文書化された実施要綱には、逸走した動物に関する意思決定を行う管理責任者に常に連絡を取ることの可能な、能力と経験のあるスタッフがいることの必要性が合体されなければならない。   
この緊急実施要綱は、さらに条例の求める事項に対応しなければならない。つまり、飼育下の野生動物が逸走した際には、現存する条例が求める時間内に地方自治体による通達が必要である。
環境上の災害や他の異変は、直接的な影響あるいは逸走の結果、動物にトラウマになる負傷や害を生じさせ、そのことにより動物福祉が深刻に損なわれる可能性がある。しかし、極端な天候もまた、動物福祉に深刻で有害な影響を与え得る。 それぞれの種は、保温範囲や湿気のレベルを含む特定の環境状態の内で生息するように適応している。例えば、天候の激しい変化、例えば熱によるストレスや寒さによるストレスに動物が暴露されると、動物福祉は損なわれる。従って、緊急実施要綱を考案する際には、火事、悪天候、自然災害や他の大きな惨事の影響が考慮されなければならない。そして施設内の動物の福祉を守るための適切な偶発事故対策が考案され、不測の事態が発生した際に速やかに実行されることが極めて重要である。  

逸走し、地元を自由に移動している動物の福祉は、負傷や心理的な害のみならず、免疫のほとんど無い新奇の病原体あるいは病気に暴露されることで損なわれる可能性がある。これらは全て動物の健康および福祉に悪影響を与える。これは、特に非固有種が逸走した場合に顕著であり、というのも施設がある地域の環境で見いだされる、あるいは固有種によって運ばれる以前に暴露されたことが無い、あるいは免疫が発達していない病原体に遭遇する (CAWC, 2003) また、深刻な不健康と貧困な福祉をもたらす可能性がある。従って、全ての逸走動物に対して、施設に戻すあらゆる努力が払われなければならない。施設に戻した動物が生きている場合には、施設内の他の動物の健康、結果として福祉に対するリスクの可能性が考慮されるべきであり、逸走動物の検疫後、適時、獣医師による諮問が必要である。
	必要事項

	動物の逸走を管理する、あるいは権限を持たない人間が展示場に入った際に即時、運用されるべき詳細を含んだ文書化された緊急実施要綱が必要である。
これらの手順は全てのスタッフに理解され、周期的に演習され適応な方法で査定されなければならない。  
この実施要綱は地方自治体や国の法律を遵守し、全ての職員に有効であり定期的に見直され適切に更新される必要がある。


	逸走した動物は生体であれ死体であれ、全て回収することを目的にあらゆる試みが行われるべきである。
有能な経験を積んだシニアスタッフが常に逸走した動物に関して意思決定を行うことを確実にする、逸走の原因となり得ることに対する文書化された実施要綱が必要である。


	火災、異常気象、天災、その他の災害を含む緊急実施要綱が動物の逸走管理に関連して開発され、適切な方法で運用されるべきであり、適切で効果的な計画が作成される必要がある。


	逸走に関する記録は全て保管すること。


	展示場から動物が逸走した場合に生じ得る危険について、定期的な危険査定の見直しと共に考慮する必要がある。


	勧告

	地方自治体の保全担当者は、地方の法律に従って家畜化されていない動物の逸走に関する通知を要請する必要がある。


翻訳　坂元香織
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分野２環境


環境上のチャレンジ
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分野１　栄養


給餌給水の怠り


栄養不良








分野５　精神状態


喉の渇き　空腹　痛み（一時的な）吐き気　怖れ　衰弱　病気　痛み（中程度）めまい　呼吸困難（一時的、治療可能）不安　無力感　孤立感　退屈　欲求不満　苦痛　痛み（持続的、治療不可能）呼吸困難（治療不可能）
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分野３　健康


病気、負傷、機能障害
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分野４　行動


行動上、相互作用上の制限　
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